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報告書刊行にあたって

　わたしたちは1991年度～1992年度の2年間《日本語とアジア諸言語と

の対照的研究一テンスとアスペクトー》というテーマで文部省の科学研究費補助

金をうけた（課題番号03451065）。メンバーと分担はつぎのとおりである。

　　鈴木重幸　　　（代表）総括

　　工藤真由美　日本語

　　森口恒一　　タガログ語

　　生越直樹　　朝鮮語

　　水野義道　　中国語

　このうち生越は途中で国立国語研究所に転勤したので、2年目は正式のメンバ

ーからぬけたが、実質的には研究に参加した。

この報告書はこのテーマにかかわる工藤真由美，森口恒一，生越直樹の研究成

黒∵1鷲硫懸纂灘転転墨罎禦病垂蝶線

書をまとめるにあたって、とくに内容的な統一ははからなかったが、過去の出来

事がそれぞれの言語においてどのような表現手段によってあらわされているかと

いうことには、各自ふれることとした。

最初の論文工藤真由美「テンスとテンポラリティー」は単語レベルの動詞の形

態論的なカテゴリーとしてのテンスのほかに、文レベルの出来事の時間的な位置

づけ篇時間表示に関わる機能・意味的なカテゴリーとして《テンポラリティー》

という概念を導入し、日本語を例にして、テンポラワティーの体系（意味とそれ

の形態論的な，語彙的な表現手段等）、他の同レベルのモダリティー、アスペク

チュアリティーとの関係、テキストのタイプとの関係等を論じたものである。EI

本語や朝鮮語のようなテンスをもつ言語においても、中国語やタガログ語のよう

な、一般にテンスをもたないとされている言語にもテンポラリティーは存在する。

すべての言語に存在するテンポラリティー、アスペクチュアリティー等の概念は、

対照的研究という、今回のわれわれの研究テーマにとって、重要な意味をもって
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いる。

第2の諦文工藤真由美「現代日本語における過去の出来事の表現その2　一会

話文の歴史的現在用法を中心に一」は、工藤1991「過去の出来事の表現一テンス

・アスペクト体系とその機能一」　（『横浜国立大学国語研究』9）をうけてかか

れたものである。先行する論文では、過去の出来事の表現手段としてシタ、シテ

イタ、シテイル（パーフェクト）のほかに、転移用法としてスル、シテイル（継

続）がもちいられていて、それぞれの使い分けはテキスト（ディスコース）のタ

イプと相関している、ということが論じられているが、今回の論文（その2）で

は、会話文における非過去形の転移用法がとりあげられている。小説の地の文に

ついては

　　工藤真由美1993a「小説の地の文のテンポラリティー」　（『ことばの科学6』

　　　　むぎ書房、近刊）

でとりあげられているので、参照されたい。さらに、関連する論文として

　　工藤真由美1993b「現代日本語の時間の従属複文」　（横浜国立大学入文紀要

　　　　第二類39集、近刊）

がある。

　第3の論文森口恒一「タガログ語のアスペクト」は、タガログ語のアスペクト

を、それと関連する現象とともに、とりあげている。タガログ語には、フ牙一カ

スとよばれる現象があって、おおまかにいえば、主格、目的格、その他のいろい

ろな格の名詞を主題としてとりたてるさいに、その、主題化された名詞の格関係

を表示するために、動詞が語形変化する。タガログ語では、　〈完了〉　〈未完了〉

〈未来〉とよばれる3っの形がアスペクトとみとめられているが、そのアスペク

トの形がフォーカスの変化とからみあっている。この論文では、フォーカスとか

らめて、アスペクトの形をあげる。テンスのカテゴリーはないので、アスペクド

の形、および時間にかかわる誉詞（〈まだ〉　〈もう〉のような）、時間副詞

（〈きょう〉　〈きのう〉　〈あした〉のような）、時間的な従属文などによって時

間が表現されることが例示されている。なお、タガログ語については、森口恒一

1985『ピリピノ語（タガログ語）文法』　（大学書林）などを参照されたい。
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第4の論文生越直樹「朝鮮語における過去の出来事を表す表現」は第1の論文

で工藤のいう、過去のテンポラリティーをとりあげ、朝鮮語における、形態論的

な表現手段として、述語になる用言の形態を列挙し、それぞれの形態のあらわす

時間的な意味特徴を、アスペクチュアルな、モーダルな意味特徴などと関連させ

て解説したものである。過去を表現する、終止的な用言の、中心的な形態として

は緊・ess形があるが、ここでは、このほかに、鶉銀’ess’ess形、司de形、銀司

》essde形、および非過去形がとりあげられている。

1993年3月
代表　鈴木重幸
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テンスとテンポラリティー

工藤真由美

1．

1．

H．

∬．

∬．

皿

1

2

1

2

3

テンポラリティーの表現形式

テンポラリティーの表現内容

テンポラリティーとモダリティー、アスペクチュアリティー

テンポラリティー一と間接話法

テンスと時間副詞の機能分担

テンポラリティーとテクストのタイプ

1．　1 テンポラリティーの表現形式

　文によってある出来事を伝えようとする場合、その出来事の成立時間をなんら

かのかたちで示す必要が生じうるが、この文レベルのく出来事の時間的位置づけ

コ時間指示（time　reference）〉に関わる機能・意味的カテゴリーをくテンポラリ

ティー〉とよんでおこう。このテンポラリティーのない言語は考えられないが、

テンポラリティーの1っの表現手段としての文法的（形態論的）テンスのない言

語はありうる。例えば、次の中国語と日本語を比較すれば、

彼は去年ここで働いた。

彼は来年ここで働く。

他去年在迭里工作

他明年在迭里工作

日本語は、形態論的・義務的なカテゴリーとしてのテンスと語彙的・任意的なも

のとしての時間副詞という、2つのテンポラリティーの表現手段があるが、中国

語には（決定的なかたちでは）テンス対立が存在せず、テンポラリティーの（主

要な）表現手段は語彙的なものである。
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　おそらくテンポラゾティーの表現手段として、文法的く形態論的）なものと語

彙的なものという2っのプロトタイプを認めておくことができよう。

テンポラー

　文法性のプロトタイプのパラメーターとしては、次の点が考えられるが、

　①義務性

　②包括性（あらゆる動詞あるいは述語形式をまきこんでいること）

　③規則性・総合性＜syntheticality＞　（一様で総合的な形式的指標の存在）

　④抽象性・一般性（語彙的意味からの解放）

言語によっては、語彙性を残した時間小詞（particles　of　t魏e）、義務的ではあ

るが分析的な時間の助動詞等があって、文法的なものと語彙的なものとは連続的

であり、文法化の程度差を考慮にいれておかなければならないであろう。

　だが、現代日本語においては、典型的なかたちで、テンスと時間副詞（名詞）

が存在している。

　　　　　　　　　　テンス〈文法的・義務的〉アルクーアルイタ　ア屑テイルーアルイテイタ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サムイーサムカッタ　　シス“カタ“一シス“カタ’ッタ

テンポラリティー　　　　　　　　　　　　　 ピョウキダーピョウキダッタ

　　　　　　　　　　時間副詞〈語彙的・任意的〉サッキーイマーイマニ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キョネンーコトシーライネン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ“ンシ♂ツートウシ’ツーヨクシ“ツ

　そしてテンス体系はく過去一非過去〉の2極対立である。言語によっては3極

対立さらには4極対立の場合もありうるであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　一8一



　このように、基本的に普遍的カテゴリーである機能・意味的カテゴリーとして

のくテンポラリティー〉と、存在の有無が言語ごとに異なる文法的カテゴワーと

してのくテンス〉とを区別しておくことは、言語間の対照的研究を行なうにあた

っての必要条件である。現代日本語におけるように、テンポラリティーの表現手

段としての文法的テンスが存在している場合には、その義務性、包括性によって、

テンスがテンポラリティー（出来事の時間的位置づけ）の核欝中心となるであろ

う。が、文法的表現手段が存在しなくても、語彙的表現手段が存在していれば、

出来事の時間的位置づけ＝時間指示ができるとすれば、おそらくテンポラリティ

ーの表現手段としての語彙的形式の存在は、普遍的であろう。

　これまで、テンス、アスペクトという用語は、様々な表現手段を含む機能・意

味的カテゴリーをさして広義にも、文法的表現形式に限定した形態論的カテゴリ

ーをさして狭義にも、使用されてきている。が、文法的表現手段をもたない言語

をも含んでの対照的研究を行なうにあたっては、前者をテンポラリティー、アス

ペクチュアリティー、後者をテンス、アスペクトとよんで、区別しておく必要が

あろう。従って、ごくおおざっぱではあるが、次のような対照的研究の手順が必

要になってくると思われる。

①言語間に共通する意味・機能的領域の設定

　　出来事の時間的位置づけに関わるテンポラリティー

　　出来事の時間的展開に関わるアスペクチュアリティー

②言語ごとの文法的（形態論的）カテゴリーの有無の確認

　　形態論的カテゴリーとしてのテンスの有無

　　形態論的カテゴリーとしてのアスペクトの有無

　　（文法的＝形態論的カテゴリーの認定の基準の問題の追求を含む）

　　（文法的対立のあり方の確認・記述を含む）

③形態論的カテゴリーのない言語における他の表現手段（語彙的、構文的等）

　　の確認・記述

　形態論的カテゴリーのある言語における他の表現手段の確認・記述および両
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者の関係性の追求

④意味・機能的カテゴリーの内部構造（形式面・内容面）の比較・対照

　本稿においては、以上のことを視野にいれて、現代日本語におけるテンポラリ

ティーの核をなすテンスと、他の表現手段瓢語彙的な時間副詞とが、どのような

かたちでテンポラリティーの構造化をおこなっているかを考えていってみたい。

H．2　テンポラリティーの表現内容

　さて次に、テンポラリティーの表現内容面についてであるが、おそらく次の3

つのパラメーターが考えられる。

①時間の基準軸（ti揃e　axis，　time　locas）

　　　　　　発話時基準、発話の内容時基準、歴史上の出来事時基準

②時間の方向（t沁evector，　direction　h　ti搬e）

　　　　　　以前一同時一以後

③時間の隔たり量（re蒲oteness，　distance　iR　ti鮒e）

　　　　　　基準軸からの時間的隔たり量（隔たり量の単位）

　第1に、時間の基準軸をどこに置くかの問題。発話時を基準軸とするものを絶

対的テンポラリティー（absoDte　ti肥reference）、発話の内容時を基準軸とす

るものを相対的テンポラリティー（relative　ti阻e　reference）、キリスト誕生あ

るいは天皇即位のような歴史的出来事を基準軸とするものを暦法的テンポラリテ

ィー（calendrical　ti揃e　reference，　chronOlogical　ti通e　refer磯ce）とよんで

おこう。現代日本語においては次のようになっている。

　まず、文法的テンスは、最も基本的な主文、単文において、発話時を基準軸と

する絶対的テンス対立であり、〈終止〉の位置において相対的テンス対立となる

ことはない。　〈ただし小説の地の文のような「かたり」のテクストにおいて、文

体的技巧としてのメタフォ・リカルな相対的テンス化はある。この点についての詳
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細は工藤1993参照）が、従属文（非終止の位置）においては、主文の出来事時を

基準軸とする相対的テンス対立となる。従って、次のように同じ時間指示（U凱e

reference）をもつ出来事が、終止の位置と非終止の位置では、発話時と主文の出

来事時のどちらを基準軸にするかによって、異なるテンス形式で表現されること

になる。

・「昨日友達と映画を見に行ったよ」　　　　　　　〈絶対的テンス・発話時以前〉

　「お母さんにちやんと友達同志で行くことを断ってから出掛けましたか」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈相対的テンス・主文の出来事時以後〉

・「これから友達と映画を見に行くよ」　　　　　　〈絶対的テンス・発話時以後〉

　「明日先生に友達同志で映画に行ったことを報告しなさいよ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈相対的テン㍗主文の出来事時以前〉

・「あ、お姉ちゃんがお酒飲んでる！」　　　　　　〈絶対的テンス・発話時同時〉

　「お酒飲んでたこと、お母さんに言い付けるんじゃないわよ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈相対的テンス・主文の出来事時以前〉

・「さっきお姉ちゃんがお酒飲んでたよ」　　　　　〈絶対的テンス・発話時以前〉

　「どうして、お酒飲んでることを教えてくれなかったの。すぐやめさせたの

　　に」　　　　　　　　　　　　　　　　〈相対的テンス・主文の出来事時同時〉

　以上のように、現代日本語においては、絶対的テンスと相対的テンスは形式上

分化篇対立していず、従属化の有無く構文的条件）が決めることになる。ただし

構文的従属化による相対的テンス化は義務的ではなく、特に次のように〈同時性〉

の場合は、相対的テンス的にも絶対的テンス的にも表現される場合が多い。

〈同時性の場合〉

　　・「さっきはお客さんが来ていることを知らなかったの。騒いでごめんなさ

　　　　い」　　　　　　〈瓢来ていた〉
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・「京都にいる間は、ずっと晴天でした。」

　　　〈議いた〉

・「先月高知に行く時は、船をつかいました」

　　　　　〈鴬行った〉

〈非同時性の場合〉

　　・「昨臼は、お客さんが午後来ることを知らなかったの。掃除しなくてごめ

　　　　んなさい」　　　　　〈≠来た〉

　　・「1月ほど京都にいた後、大阪に行きます。」

　　　　　　　　　〈≠いる〉

　一方、語彙的なもの瓢時間副詞（名詞）においては、絶対的テンポラリティー

と相対的テンポラリティーが形式上、分化窯対立している。

絶対的テンポラリティー

　（絶対的時間副詞）

いまに、このあと、今後、ちかちか

あした（あさって）、来週（さ来週）

　来月（さ来月）、来年（さ来年）

いまごろ、現在、目下

いま

きょう、今週、今月、ことし

　けさく今夜（今晩）

ちかごろ、このごろ、最近

いましがた、さっき、このあいだ、

　このまえ

相対的テンポラリティー

　（相対的時間副詞）

そのあと

翌日（翌々日）、翌週、翌月、

　翌年

そのとき

そのひ（当日）、その週、

　そのつき、そのとし、

　そのあさ、そのよ

そのころ

そのまえ

まえのひ（前日）、まえの週、
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きのう（おとつい）、先週、先月、

　去年（おととし）、ゆうべ

あのとき、あのころ、あのひ、

　あのとし、当時

まえのとし（前年）、

まえのよる（前夜）

　絶対的時間副詞は常に発話時を基準軸とするものであり、〈発話時以後〉〈発

話時を含む時間帯〉〈発話時以前〉を表すものに大きくは分かれる。一方、相対

的時間副詞は、次のように、基準軸となる発話内容時は、①過去の一定時、②未

来の一定時、③不特定時の場合というバリアントがあるが、すべて発話時ならぬ

出来事時を基準軸とする点で共通している。

①京都に出掛けた日は雨でしたが、翌日は晴れました。

　10時頃殺人事件がありましたが、あなたはその時どこにいたのですか。

　　　前日配られたチケットをなくしてしまったので、中に入れなかったの。

②翌日授業があるので、公開講演会にだけ出席する予定です。

　3月に向こうの方が来られます。そのとき、お返事しましょう。

　今度注射がありますが、申し込み用紙は前日配ります。

③EI本酒を飲むと翌日必ず頭が痛くなる。

　本校の規則では、試験当日の学生証交付は行なわない。

　当店では、前日に作ったものをお客さまにお出しするようなことは致しま

　　　せん。

　従って、次のように、絶対的時間副詞と相対的時間副詞のどちらを使うかで、

出来事の時間的位置づけは全く変わってしまう。
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　　・来週の日曜日は都合が悪いので、明日伺います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　迦

　　・コンサートのチケットをまだもらってない人は、今日受け取って下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塑

　　・授業中居眠りをしてしまったわ。昨日徹夜したのよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　塑

そして、テンス形式のように、従属化によって、絶対的時間副詞が相対化するこ

とはない。次の例の＊は非文法的であることをます。　（ただし、小説の地の文の

ような「かたり」のテクストにおいては、相対化が頻繁におこる。この点につい

ては後述）

　・＊昨日もらった用紙をなくしてしまって、あの日はすっかりあせってしまい

　　く前日〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ました。

　・＊私は居間にいましたが、現在目撃したことは、警察に全部お話しました。

　　　　　　　　　　　　　〈その時〉

　・＊僕が明日新宿に行ったことを黙っててくれてありがとう。

　　　　〈翌日〉

　このように、語彙的なものとしての時間副詞では、従属化の有無（構文的条件）

に関係なく、絶対的テンポラリティーと相対的テンポラリティーが形式上、分化

＝対立しているのであるが、さらに、時間の基準軸が、磨法的あるいは社会・文

化的なものがある。

　・1972年、紀元前3世紀、明治15年、平成2年

　・3月10El、月曜日、3時5分、午後

　　　　　　　　　　　　　　　　一！4一一



・朝、昼、夜、春、夏

文法的テンスにおいて、このような歴史的事件（あるいは自然の変化）を基準軸

とする対立を示す言語はないと言われているが、語彙的には、それぞれの民族文

化によって様々な時間分割が行なわれることになろう。

　こうして、まず、なにを時間的位置づけの基準軸とするかの観点から、現代El

本語のテンポラリティーは、次のように図式化しうる。

テンポラリティー

文法的・義務的

　くテンス〉

絶対的テンス

　終止

相対的テンス

　非終止

語彙的・任意的

　〈時間副詞〉

絶対的 相対的 暦法的

社会・文化的

　第2に、時間的方向性の問題と時間的間隔性の問題。時間の基準軸からの方向

性を問題とするテンスをくvectOrial℃騰se＞、時間の基準軸からの隔たり量を問題

とするテンスをく配torlcal　tense＞とよんでおけば、現代日本語はく過去一非過去〉

の2極対立のvectorial　tenseである。従って、発話時直前であっても、1万年前

のことであっても同じ過去形式が使用されるし、発話時と同時のことから、1万

年後のことまで同じ非過去形を使用しうる。言語によっては、基準軸からの隔た

り量を問題として、〈近一遠〉、あるいは〈today－not－today＞（hodierRa1℃eRse）

のような文法的対立を示す場合もあるが、日本語のテンスはこの点に関して無関

心である。

　また、時間的方向性を問題とするテンスにおいても、〈過去一現在一未来〉の
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ような3極対立、〈未来一非未来〉のような2極対立を示す言語もあると報告さ

れている。

　一方、語彙的なものにおいては、現代日本語も以上のような様々なパラメータ

ーをふくみこんでいるといえよう。

　第1に、　「いましがた一いまごろ（現在）一いまに」の系列はく過去一現在一

未来〉で対立している。未来専用の時間副詞、現在專用の時間副詞、過去専用の

時間副詞があるわけである。

　第2に、　「いましがた一さっき一このあいだ（このまえ）」の系列は、基準軸

からの時間的隔たり量が大きくなっていく。また「あした（きのう）一あさって

（おととい）」ではく発話時を含む日からみて次の日かさらに次の日か〉という

かたちで、時間間隔が問題となっている。また、　「ただちに（すぐに）一やがて」

のように、発話時であれ、出来事時であれ、基準軸からの時間量の違いそのもの

を表す時間副詞も存在する。

　さらに、　「あのとき、あのころ、あのひ」のような形式は、　（多く聞き手にも

既知のことである）〈発話者の過去の体験時〉を指示するという限定がある。従

って、次の例において、　「あの（時、晩、日）」を「その（時、晩、日）」に、

「その（日、時）」を「あの（日、時）」にいいかえることはできない。

・「それで、今日はあなたがどこか悪いの？」

　「いいえ、悪くはないの。ただ、メリーヌだけでなく、私も子供ができたの

　　よ」

　「まあ、あの時、あなたは何も言わなかったじゃないの」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（時の止まった赤ん坊）

・「あなたはまだ私に何か隠していますね。どうぞ私を信じて、すべてをあり

のままに打ちあけて下さい。私も・

ら」

「ナイフを捨てたんです」

「いっ？」

「あの晩・…　　家に帰る前に」

・・ 烽､決してあなたを疑いませんか
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「どうして？」

「あの日、帰りのバスの中で、栗岡を見かけたんです」 （花の証言）

・「生まれてから、死んだ子供さんもいたんですね」

　「いた」

　「生まれて、どのくらいで死んだの？」

　「その日に死んだ」　　　　　　　　　　　　　（時の止まった赤ん坊）

・「3日後に瀬田さんと一緒に川上からの人が来ます。その時、離縁すること

　にして貰っていいのですね」　　　　　　　　　　　　　　　　（花期み）

　このように、語彙的なものにおいては、様々なかたちで時間的位置を表し分け

ているといえよう。

　こうして現代日本語の文のテンポラリティーは、義務的な形態的表現手段とし

てのテンスを核業中心として、任意的篇周辺的なものとして時間副詞が存在して

いるといえよう。そして、最も基本的な文（非従属的な文）におけるテンス対立

の基準軸が、発話主体の発話行為時にあって、それ以外のものを基準軸にするこ

とができないことに表れているように、テンスの本質はダイクティックな時間指

示性にあるわけである。文のテンポラリティーの本質は、発話主体に属する時で

ある発話行為の現存への指向性ぬきには規定できない。現在、未来、過去という

時間は、その度ごとの話し手主体の発話行為の現働化によって生成される時間分

割である。従属文における相対的テンス化、相対的時間副詞の存在は、主文によ

って、あるいはテンス形式によって、必ず発話時との関係が示されるということ

を前提としているのであれば、2次的瓢派生的なものである。文によってある出

来事を伝えようとする場合、その出来事の時間的位置づけの基準をどのような表

現手段をつかってであれ、発話行為遂行時への指向ぬきに、他の基準軸を選ぶ言

語は考えられないであろう。
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H．1　テンポラリティーとモダリティー、アスペクチュアリティー

　以上が、現代日本語のテンポラリティーの基本的内部構造であると思われるが、

以下は、テンポラリティーと他の要素（他の機能・意味的カテゴリー、話法、テ

クストのタイプ）との相関性の問題について、述べることにしたい。

　まず、モダリテイー、アスペクチュアリテイーとの相関性の問題について。

　テンポラリティーは、常にモダリティーと相関している。過去、現在の出来事

が既に時間のなかに成立した出来事であり、未来の出来事はまだ時間のなかに成

立してない出来事であれば、

過去、現在

未来

冨実現済み（既定）

＝未実現（未定）

瓢realis

瓢irrealis

であって、テンポラリティーとモダリティーは本来的に絡み合わざるをえない。

英語のwi1Lsha11の問題としても有名であるが、現代日本語においても「アクチ

ュアルな未来の意味は、1未来における実現が確実なものとして予定されているこ

とを話し手がしっているばあいのほかは、話し手の予測的な態度、または意志的

な態度というムード的な（モーダルな）ニュアンスが、おおかれすくなかれ、つ

きまとう」　（鈴木エ979）のである。Dahl　1985もまた、次のように述べる。

The　future　differs　episte糀010gically　－　 and　rnaybe　also　onto10gically　－

fro鴉　the　present　and　the　past，　as　AristOtle　noted．

Asentence　which　refers　to　the　future響ill　al蒲Ost　always　differ　also

modally　fro頂　a　sen乞ence　with　non－fut縫re　ti臓1e　reference．　This　is　the

reason　why　℃he　distinction　bet響een　tense　and　頂Ood　becOmes　b1軽rred　響hen

it　comes　to　the　futほre．　This　has　l）een　Pointed　out　again　and　agai鼓　圭n

the　litera℃ure，

　また、多くの言語において、テンス形式の〈転移用法〉が存在しているが、こ

れはモダリティーの変更によっておこってくる。現代日本語においても、次のよ

一18一一



うに、モダリティーの変更と相関して、過去形（past　tense）が「現在時（present

ti脈e）、未来時（future　ti齢）」を表すことになる。

「発見性」

　・あら、ここにあったわ。　　　〈焦ある〉

　・え、あなた結婚していたの。　〈認結婚している〉

　・そうだった。明EIは制服着用だったね。〈篇そうだ〉〈＝制服着用だ〉

「反実仮想性」

　・あの時決断しておけば、今頃は目的地に着いていたよ。〈篇着いている〉

「要求性」

　・さあ、買った、買った。

　また逆に、非過去形（nOn－past　tense）が「過去時（past　ti肥）」を表すことにな

る。これは、話し手の感情・評価性に中立的な客観的モダリテイーの場合はおこ

らず、主観的な感情・評価的モダリティーの場合におこるのである。　（後述参照）

「客観的中立的」

　　・昨日は何時に来たの。　　　　　　　　　　　　　　　　　〈＊来る〉

　　ちょっと寄り道したので、9時に着いたわ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈＊寄り道する〉〈＊着く〉

「感情・評価的」

　　・昨日、どうしてあんなに遅れるのよ。恥ずかしかったわ。〈瓢遅れた〉

　　だって、花子さんが寄り道するんだもん。いらいらしたわ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈篇寄り明した〉

　このような、テンス形式の転移用法においては、　「明日は休講だった」　「この

間なんか、真夜中に電話してくるのよ」のように、時間副詞（名詞）とテンス形

式の共起のしかたのずれが特徴的である。

　その唯一の意味・機能が、その名付けによって示されるものだけであるテンス
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形式、つまりは過去時だけを指示する過去形、現在、未来時だけを指示する非過

去形は、おそらくどのような言語においてもありえないのではないだろうか。そ

の1っの理由として、以上のようなモダリティーとの相関性がある。

　さて一方では、テンポラリティーはアスペクチュアリテイーと相関している。

これは第1に、　「社長は現在中国に行っていますく食事をとっています〉」「社

長は現在中国にいます」とはいえても、　「社長は現在中国に行きます（食事をと

ります）」とはいえないように、現在時と不完成性あるいは持続性の相関性とし

て表れる。現代日本語において、完成相アスペクト〈スル〉は、基本的に未来を

表すが、これが現在時を表す場合は、次のように、モダリティーの変更をともな

っている。

・〈発話主体の態度表明〉

　花子さんが正しいと思います。

あなたを信じるわ。

・〈発話主体の内的体験表出〉

　揺れるわね。こわいわ。

　　もう、いらいらするわ。

ああ、のどが乾くなあ。

・〈発話主体の感情・評価性〉

　　どうしてそんなに泣くの。

　　　うるさい！

　　よく降るわねえ。うんざり。

・〈発話主体の直接的知覚〉

　　おや、あいつが通る。

　　あら、がんばるわね。

〈客観的叙述〉

　みんなは花子さんが正しいと思っていま

　　　　　　　　　　　　　　　　す。

　私はあなたを信じています。

〈客観的叙述〉

　飛行機が揺れていますね。

　先生いらいらしているわよ。話しかけち

　　　　　　　　　　　　　　ゃ駄目よ。

　のどが乾いているの。水ちょうだい。

〈客観的叙述〉

　どうして泣いているの。

ずいぶん降っていますよ。傘は？

〈客観的叙述篇発話主体の間接的認識〉

　今頃あいつは外堀通りを通っているよ。

　花子さんも家でがんばっていますよ。
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人称的限定のない客観的記述の場合は、本来的な持続相が使用されるが、話し手

主体に限定された「態度表明性、感情・評価的態度表出性、内的体験表出性、直

接的知覚性」というモダリティーの場合にかぎり、完成相スルが使用されること

になる。

　第2に、例えば英語の完了形が、アスペククト形式とも、複合テンスあるいは

2次的テンスとも位置づけられることに表れているように、パ～フェクト性には

アスペクチュアルな要素とテンポラルな要素とがからみあっている。現代日本語

においても、　「彼は（子供のころ）1度中国に行っているんだよ。中国語の上達

がはやいはずだ」のような場合、〈発話時における効力（広義結果）の現存と発

話時以前における運動の完成性〉というかたちで、テンポラリティーとアスペク

チュアリティーが相互浸透しているのである。そして、このく発話時における広

義結果性〉をきりすてながら、現在・パーフェクト性から過去性（過去・完成性）

への発展も多くの言語に見られる現象である。従って、典型的テンスのない言語

において、アスペクト形式が2次的に、文のテンポラリティーを担うことはあり

うるであろう。

H．2　テンポラリティーと間接話法

　次に、引用話法（メッセージについてのメッセージ）との相関性の問題。

　例えば英語のような言語においては、間接話法化においてsequ磯ce　of　tenses

の現象があるが、現代日本語にはない。テンス形式は、常に、原発話者の発話時

が基準軸であって、引用者（今・この場における発話者）の発話時が基準軸とは

ならないのである。

　例えば、次の場合、　「僕」　「行かれる」「あなた」という形式の使用からいっ

て、明らかに直接引用ではなく、引用者の立場からの間接引用であるが、テンス

形式は原発話者の発話時基準である。

・「支社長に、僕を待っているとおっしゃいましたか」

　「いいえ、そんなこと申しません」 （氷壁）
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　・「主人は、このホテルからどこへ行ったかわからないでしょうか？」

　　「17日の夜、御一泊なさいまして、確か翌日の朝、黒部湖の方へ行かれる

　　　　とかおっしゃって、ホテルを出られましたが」　　　　（腐蝕の構造）

　・「しかし、あの日はぼくは1時間以上もあなたを待って、それでも、あなた

　　　　が現れないものだから・…　　」

　　「わたしをお待ちに・…　　。それはどこで」

　　「東口です。午後4時に」

　　「・・・・…　　」

　　「もっとも、あなたは何か都合が悪いようだと東円寺門は言っていました」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小説日本銀行）

　従って次の場合、引用者の発話時を基準軸とすれば、出来事は既に実現済みで

あるが、原発話者の発話時からみて、以後と位置づけられている。

・「引越した、いっだい」

　「昨Elの午後です」

　「昨日の午後？　もういないのか？」

　「ええ、わたしも驚いたわ。昨日の午後になって急に言い出すんですもの。

　　　あんな引越しってないわ」

　「で、どこへ移った？」

　「本人は、何でも、千住の方に越すとか言ってましたけど」　　（砂の器）

・「いえ、…　　そこに私の2号を囲っておりましてそこに泊まりました。自

　宅のほうには、仕事で遅くなるから深川の事務所に泊まると言っておいた

　　のです」　　　　　　　　　　　　　　　　　　（葬送行進曲殺人事件）

次の場合も、引用者の発話時を基準軸とすれば、現在時のことであるが、原発話

者（瓢母親への伝達者）の発話時（瓢伝達時）を基準軸として以前と位置づけら

れている。

・「そして今は戦犯となり、処刑の日も間近と思われます。それで、もし閣下

　が母にお会い下さる日がありましたら、私が母をみとらずに先立っ詫びを
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いっていたと、あの世から母を守り続けますと、申していたと・…　　伝

えていただきたいのです」　　　　　　　　　　　　　　　　　（責任）

　このように、テンス形式は常に、原発話者の発話時が基準軸であるが、一方、

時間副詞の方は、次のように、引用者の発話時を基準軸としての形式にかえるこ

とができる。例えば次の場合、テンス形式の方は原発話者の発話時を基準軸とし

てスルが、時間副詞の方は引用者の発話時を基準軸として「昨夜」が使用されて

いる。

　・「魚津さんがここへ来なさることになっていたんですか」

　　「そうです」

　　「いつ」

　　「予定では昨日の朝、新穂高温泉を出て、雌滝、雄滝という滝を上り、それ

　　　からD沢というところを登って、昨夜はここへ泊ると言っていました」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（氷壁）

従って三つの出来事の時間的位置づけが、原発話者を基準軸としてと同時に、引

用者を基準軸としてもなされることになる。次の場合も同様である。

・「それで、曾根さんは、今日、お父さまのところへお礼にいらっしゃると言

　　っていました」

　「ほう」

　「先刻メインテーブルが1つ空いたままになっていたな。そこへ曾根君に坐

　　ってもらおうか」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（花壇）

　そして、以上のように引用者の発話時を基準軸とする絶対的時間副詞が使用で

きない場合には、相対的時間副詞に転換することになる。次の例の場合、直接引

用であれば「きのう」である。

・「写生を始める前に、わたしは、子供たちを集めて、いろいろな注意をしま

　　した。それから、前の臼に自分のいた場所へいらっしゃい、と言ったので
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す。駆け出していった大羽という子が、すぐに、先生、こんなものが落ち

ていました、と言って、わたしのところに名刺入れを持って来たのです」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（影の告発）

次の場合も、原発話者の発話時基準であれば「このあと」であるが、　「ご馳走し

てくれる」のように引用者の立場からの間接話法に転換されているがゆえに、時

間副詞は、相対的時間副詞が使用されることになる。

　・「だってえ…　　それじゃ、どうして立光製作所の入社試験なんて受けに行

　　　つたの」

　　「ああ、あれは、そのあとで高級料理をご馳走してくれると言ったから、そ

　　　れが食いたくて行っただけ。僕は食い物には弱いって言ったでしょう」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（葬送行進曲殺人事件）

従って、次のような直接引用は、テンス形式の方は過去形に転換することはでき

ないが、時間副詞の方は、問接話法化させて、　「翌臼」に転換できる。

・「そうそう、このあいだ、黒が泣虫といっしょにやってきたよ」

　「黒と泣虫が？　よくここがわかったね、連中に」

　「おい、奴等がきたのは金曜日だったな」

　「そうよ。金曜日の昼だったわ」

　「その前の木曜日に、俺はちょっと新宿まで用がありでかけた。そのとき、

　新宿駅で黒にあったのさ。ここを教えたら、明日、泣虫をつれて行くよ、

　　と言われてな、そしたら、黒の奴、ほんとに泣虫をつれてきた。…　　」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（冬の旅）

　このように、現代日本語においては、間接話法化される場合、テンス形式は常

に原発話者を基準軸として、引用者が基準軸となることはないが、時間副詞は引

用者が基準軸となる。そしてその場合、引用者の発話時を基準軸とする絶対的時

間副詞に転換されるが、それが不可能な場合には、相対的時間副詞に転換される。

引用者の発話時からみて、1日前に、原発話者が「明日（今日）お前のうちに行
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くよ」といったのであれば、　「今日（昨日）僕のうちに来ると言ったよ」であっ

て「＊翌日（その日）僕のうちに来ると言ったよ」とはならない。が、10日前

にいったのであれば、　「翌日（その日）僕のうちに来ると言ったよ」というかた

ちで、間接話法化される。

II．3　テンスと時間副詞の機能分担

　テンポラリティーの表現手段として、文法的なものと語彙的なものとの2つの

手段をもっことは、2っの機能をはたすことになるといえよう。

①テンスによる抽象的時間分割と時間副詞による具体的限定化

②2っの観点からの出来事の時間的位置づけ

　第1の場合は、「来年、中国に行きます」あるいは「いっ行ったの」「昨日よ」

のような場合に典型的である。テンス形式が一般的にく発話時以後〉〈発話時以

前〉を表すとすれば、時間副詞は、その時間（過去時、未来時）のなかでの時間

的位置を具体的に特定化する。ここでは、テンス形式と時間副詞の共起のしかた

において、ずれはない。　「彼はその時、前日もらった用紙をなくしてしまってい

た」　「翌日会議に出席する人にだけ用紙を渡した」のような相対的テンポラリテ

ィーの場合も同様である。

　第2の場合は、次のように、テンス形式と時間副詞の共起のしかたのずれが特

徴的である。

（！）「昨日、あの入ったらひどいこと言うのよ。腹がたっわ」

　　「彼、この間なんか、ドラマ見ながら泣いているの。純情ね」

（2）「あの時確かに彼、昨日病院に行く、と言っていました」

（！）の場合には、時間副詞によって、本来的なかたちで出来事の客観的時間的

位置づけ（過去時指示）が行なわれ、テンス形式によって、過去の出来事の記憶
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の生々しさ、つまりは発話時における過去の出来事の心理的アクチュアリティー

性二主観的現存性が表現される。ここでは、客観的な観点と丸話し手の主観的観

点との2つの観点から、1っの出来事の時間指示が行なわれている。　（2）の場

合には、時間副詞は、引用者の観点から「引用時より1日前」と位置づけられ、

テンス形式は、原発話者の観点から、「以後」と位置づけられている。ここでは、

引用者の発話時と被引用者の発話時の2っの観点から、1っの出来事の時間指示

が行なわれている。このように、テンス形式と時間副詞の共起のしかたのずれは、

〈客観的時間と主観的（心理的）時間意識〉〈現在の発話時と過去の発話時〉と

いうようなかたちでの、複合的時間指示につながるのである。

　話し手は、文のテンポラリティーの2つの表現手段である、テンスと時間副詞

をうまく共起させながら、時間指示の限定化のみならず、時間指示の観点の複合

化を行なうといえよう。

　そして、以上の例からも分かるように、テンス形式には、次の3っの用法があ

って、複雑である。

①本来的＝基本的なものである絶対的テンス用法

　　（テンス形式と時間指示の本来的照応関係、終止の位置）

②構文的従属化と相関する派生的な相対的テンス用法

　　（他の出来事との時間関係、非終止の位置）

③モダリティーと相関する派生的な転移用法

　　（テンス形式と時間指示のメタフォリカルな関係、終止の位置）

　　　「終止」　　　　　〈構文的条件の変更〉　　　「非終止」

基本的な絶対的テンス用法　　　　　　　　　　派生的な相対的テンス用法

　　「叙実的」

〈モダリティーの変更〉

　　「叙想的」

派生的な転移用法
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　一方、時間副詞のほうは、絶対的なものは常に絶対的であり、構文的条件の変

更によって相対化したり、モダリティーの変更によって転移することはない。ま

た相対的時間副詞が絶対化することもなく、常に本来的篇基本的用法のみであっ

て、派生的用法がない。

　従って、時間副詞によって本来的なかたちで、出来事の時間指示が具体的にで

きることが、テンス形式の派生用法、特に転移用法の存在を可能にしているとも

いえよう。

　以上の事実は、文レベルのテンポラリティー、つまりは文の対象的内容をなす

出来事の時間指示（time　reference）の問題が、テンス対立の問題に還元しえない

ことを示している。テンスと時間副詞とを総合的にとらえながら、文レベルの時

問指示性の問題を精密化してゆくことが、今後の課題である。そして、文レベル

のテンポラリティ～の追求は、場面・文脈的なもの、またディスコース（テクス

ト）のタイプとの相関性ぬきには、おこないえないであろう。テンポラリティー

という機能・意味的カテゴリーの取出しは、他言語との対照的研究を進めるため

に、そしてその前提をなす、個別言語（日本語）における時間指示性のトータル

な理論化のための必要条件であると思われる。形態論的カテゴリーとしてのテン

スは、テンポラリティーというマクロな観点からいえば、その重要な表現手段の

1っである。従って、テンポラリティーの追求は、同時にそのマクロな観点から

のテンスの位置づけを行なうことにつながるであろう。

田　テンポラリティーとテクストのタイプ

　さて、以上の考察は、すべて、人間の最も基本的な言語活動であるくはなしあ

い〉というディスコース（テクスト）のタイプに限定してきた。しかしながら、

人間の言語活動には、〈はなしあい〉とは異なるタイプのものが分化している。

例えば、次のような文は、〈はなしあい〉というディスコース（テクスト）にお

いて現象することは想像することができないのである。

・賢一郎はいま、独りきりになりたかった。自分に責任があるとは思えないが
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どこまでもついて来る登美子が、暗黙のうちに彼の責任を追求してくるよう

に思われて憂欝だった。　　　　　　　　　　　　　　　（青春の蹉鉄）

・しかもそのあとで私は、私の母の見ている高校野球のテレビの前に座った。

格別私が野球好きというのでもない。画面のなかで高校生の走るのを目で追

　うにすぎない。が、見ていれば母といっしょに声を上げたりした。それは私

　の余裕であった。病院では今日も原さんは神経を立てているにちがいなかっ

血・ （夏の栞一中野重治をおくる一）

　従って、文のテンポラリティーは、ディスコース漏テクストのタイプ化ぬきに

は把握できないといえよう。これは、仏語のpass6　simpleとpass6　co即os6の

問題として有名であるが、言語によってはnarrative　tenseと名付けられている

くかたり〉のディスコースにおいてのみ使用されるテンス形式があることが報告

されている。

　現代日本語においては、文法的形式としても、語彙的形式としても、〈はなし

あい〉とは異なるテクスト専用の形式はないが、次のような現象は、はなしあい

には起こらないものである。

　第1に、次のような絶対的時間副詞の転移用法。以下の例では、絶対的時間副

詞は、発話時（瓜書き手の書く行為現存の時）ならぬ、発話内容時である他の出

来事時を基準軸として、相対的に使用されている。

〈小説の地の文〉

　・　乗船場に近づくと、海際にうつくまってみる踊子の姿が私の胸に飛び込ん

　　だ。傍に行くまで彼女はじっとしてみた。黙って頭を下げた。昨夜のままの

　　化粧が私を一層感情的にした。　　　　　　　　　　　　　（伊豆の踊子）

・「そう云う自分はやっぱりこの芸者と同じ事なのだ」

　彼は腹の中で自分にこう言い渡した。若い時から白髪の生えたがる性質の

彼の頭には、気のせいか近頃めっ巻り白い筋が増して来た。　　　　（道草）
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・「やはり帰るの？」

　奥の間で支度をしていると友子が7っになる男の子を連れてきて言った。

　「でも母さんの死に顔も見られたから」

　「せめて葬式にだけでも出たら」

　今夜が正式の通夜で、明日午前の出棺だった。4人の姉や親戚達はまだ、

　　4、5日は残る予定だった。　　　　　　　　　　　　　　　　（花埋み）

・　魚津は何も考えようとしなかった。考えるとなると、考えることは沢山あ

　つた。明日は元日であった。元日ということに繋がって、家で今頃せっせと

正月を迎えるために立ち働いている母親の姿。年越の酒を飲んでいるにちが

　いない父親のこと。丁度1年会っていない二人の弟妹。　　　　　　（氷壁）

〈紀行文〉

　・　列車はローザンヌ駅で停車したのち大きく方向を転じ、南東に向って進行

　　をはじめた。間もなく右手にはレマン湖が広がり、そのはるか彼方には「ダ

　　ン・デュ・ミディ」とも呼ばれるスイス・アルプスの連峰が紫色の薄もやに

　　包まれて雄大な姿を見せる。ヴヴェの駅を発車して十分も経たぬうちに、列

　　車は急に速度を落とす。窓の外を見ると、今しがた列車の通りすぎた小さな

　　駅の標示板には、まぎれもなく「クララン」の文字が記されていた。その直

　　後、列車はモントルー駅に滑りこむように到着した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（フルトヴェングラー）

　〈小説の地の文〉あるいは〈紀行文〉といったテクストのタイプでは、絶対的

時闘副詞のメタフォリカルな相対化がおこる。従って、以上の「昨夜、今夜、明

日」にかえて「前夜、その夜、翌EI」を使用しえて、どちらにおいても時間指示

は同じである。このような現象はくはなしあい〉ではおこりえないのである。

　今夜が正式の通夜で、明日午前の出棺であった。

一その夜が正式の通夜で、翌日午前の出棺であった。
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　次の小説の地の文では、相対的時間副詞と絶対的時間副詞が共存しているが、

最初の例の、　「その日」を「今日」に、　「昨夜」を「前夜」にかえても、時間指

示性は同じである。

・　その日は、臼のあるうちいっぱい、信太郎は病室で母親の枕もとに坐って

　いることにした。結局それが一番気持ちの落ちつく方法だと思ったからだ。

看護人がそれを迷惑がるふうを見せることは、やはり昨夜と変わりなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（海辺の光景）

・　彼が久しぶりで「はけ」の家を訪れて、折から来合せた富子に会った日、

富子はもう1っの用事を持っていた。その晩富子の家では、もとの大野の会

社の社員で、今は退社してある組合の書記局に入っている貝塚という共産党

員を晩飯に呼んでいた。　　　　　　　　　　　　　　　　（武蔵野夫人）

・　出立の日は早く明けた。

　譲治が、郊外に住む彼の師に別れを告げるべく早朝家を出たせいもあった

　し、前日で準備も後始末も悉く片付いていたので邦枝は雑事に妨げられるこ

　となく存分に日本に居られると思い早起きしたからでもある。前夜遅くまで

手伝ったメイドは、今臼は午後出てくることになっていた。　　　（地唄）

　また、次のような〈日記〉あるいはく日記体〉というテクストのタイプにおい

ても、最初の例の「この日」を「今日」に変えても、また次の例の「昨日」を

「前日」に変えても、時間指示性は同じである。

・　12月20E｛（土）　　　　　　この日は何となく休暇気分で過ごす。夜

眠れないまま「東チモール」についての本を読み、私が3カ月過した、この

　インドネシアに躁燗された旧ポルトガル領チモール島の悲劇の実態を知り、

共に過した数々の土地の友人の悲運を思い、暗い気分に陥り、とうとう朝ま

で寝つかれなかった。　　　　　　　　　　　（知の旅への誘い）
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・　8月24日・本栖湖一一白糸の滝

　　7時起床。やや曇。GOは昨臼の奮闘で気持ちよく疲れたらしく、まだ眠

　っている。そっと蒲団を抜けて、荷物を整理しているうちに、ポッカリ目を

覚ます。7時半だ。　　　　　　　　　　　　　　　　（母と子の旅立ち）

　このように、小説の地の文・紀行文・日記のようなテクストのタイプでは、絶

対的時間副詞の転移的相対化がおこって、相対的時間副詞との、時間指示性の対

立を失う。このようなテクストのタイプに共通しているのは、書き言葉として現

象し、話し下篇書き手の発話の場＝書く行為現存の場への指向性ぬきに、発話対

象をなす過去の出来事を提示しうるということであろう。〈はなしあい〉という

テクスト（ディスコース）においては、文の対象的内容をなす出来事の時間的位

置づけは、常に、発話行為の現存時への指向性ぬきには行いえない。

　従って、発話行為の場へのアクチュアルな指向性をもつテクストのタイプと、

発話行為の場から切り離して、過去の出来事を提示しうるテクストのタイプとを

区別しなければならないであろう。後者においては、発話の場への指向性ぬきに、

過去の出来事が提示されるがゆえに、絶対的時間副詞は、発話時ならぬ、他の出

来事時を基準軸として、転移的に使用されることになる。

　このような現象は、テンス形式においても起こる。次の非過去形を過去形に変

えても、時間指示性は同じである。〈小説の地の文〉の例では、発話内容時を基

準軸として、〈同時（転移的現在）〉〈以後（転移的未来）〉＜以前（転移的現

在パーフェクト）〉として位置づけられている。

〈小説の地の文〉

　・　あくる朝、二入の子供は背に籠を負い腰に鎌を挿して、手を引合って木戸

　　を出た。山椒大夫の所に来てから、二人一緒に歩くのはこれが始めである。

　　　厨子王は姉の心を付り兼ねて、寂しいような、悲しいような思いに胸が二

　　ぽいになっている。きのうも奴頭の帰った後で、いろいろに詞を設けて尋ね

　　たが、姉はひとりで何事かを考えているらしく、それをあからさまには打ち

　　明けずにしまった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山椒大夫）

　　　〈ニーぱいになっていた〉
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・　3時開演の予定が、20分遅れて始まっていた。2番目に梶川流の若家元

が新振付で「千鳥」を踊る。その地方を邦枝は受け持っているのだ。迫って

　くる時間に気を揉みながら、彼女は父の姿の現われるのを未だか未だかと待

　っていた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（地唄）

　　〈嬬踊ることになっていた〉

・「コレージュ・ド・フランスで、ポンチイの講義を聞いたんだけど…　　」

　たとえばそんな得意そうな帰国者の一言が、研究室の残留組にどんな圧力

　をあたえるかを、田中は日本にいる間、しばしば自分で味わっている。

　（これで、俺は助手の菅沼に2歩、先んじたわけだ）

　古綿色の空に浮かぶエッフェル塔にむかって歩きながら、田中は脂性の鼻

　にずり落ちる眼鏡を指であげて、心の中で自問自答した。　　　　　（留学）

　　　〈瓢味わっていた〉

〈日言己　（イ本）　〉

　・　　6月15EI

　　　サイパン島に米軍の上陸がはじまった。連合艦隊がZ旗をかかげ、残存全

　　艦艇をもって出動したというはなしである。戦果についてはまだなんら発表

　　がない。

　　　はじめて離著陸同乗、伝声管のいいのをうばいあいである。風向北、風力

　　7。30分飛行する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（雲の墓標）

　　　〈瓢はなしであった、うばいあいであった、飛行した〉

・　12月3日（水）　一一一空路ワシントンに向う。ここのヒルトンホテル

で日曜までアメリカ人類学会が開かれている。1日70ドルの部屋代は自前

で旅行している者には危険な値段なので相部屋の主を探して一夜を過ごす。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（知の旅への誘い）

　〈＝向つた、開かれることになっていた、過ごした〉
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　また、次のようなくルポルタージュ〉というテクストのタイプにおける、非過

去形を過去形にかえても時間指示性は同じである。そして過去形もく転移的現在

パーフェクト〉の意味で使用されているので、　「とっくに家へひっこんでいた」

「（既に）いなくなっていた」のかたち（過去パーフェクト）に言い換えること

ができる。非過去形が、あたかも出来事生起の現場から報告しているかのように、

出来事の展開時そのものを表しているとすれば、過去形のほうは、それに先行す

る出来事を表しているわけである。　（そして、最後の文の過去形は、本来的なか

たちで、発話時＝書く行為の現在を基準軸として使用されている。）

・　やがて、2台の犬ゾリは何となく動きだす。　「オワーイ、オワーイ」と、

二人は犬たちには声をかけるが、私たちには何も言わない。この部落を訪問

中の、エスキモー語を話すイギリス人と立ち話をしていた私たちは、彼に

　「そら出発だ、置いてかれるよ」と言われ、あわててソリにとび乗る。出発

　らしい雰囲気は毛ほどもない。荷の積みこみを手伝っていたイトケックやイ

ギの妻たちは、とっくに家へ引っこんだ。ふざけ合っていた隣入たちもいな

　くなった。手を振って見送るのは、エスキモーではなくて、一人のイギリス

人だけ。その影が、地平線に近づいた太陽の逆光の中で、小さな黒点となっ

て消える。

　　5月18日（1963年）午後8吊すぎ。私たちはこうして、ホールビー

　チのエスキモー部落をあとにした。　　　　　　　（カナダ・エスキモー）

　このように、非過去形（そして現在パーフェクトとしてのシタ）の転移的使用

は、発話の場篇書く行為の現存の場への指向性を断ち切って、過去の出来事の時

間展開性そのものに焦点をあてることになる。そして、非過去形のこのような使

用のされ方は、〈話し手の感情・評価性、知覚性篇眼前描写性〉の機能に限定さ

れたくはなしあい〉における非過去形の使用のされ方とは、大きく異なっている

のである。

　こうして、〈はなしあい〉という発話の場（いま一ここ一わたし）への直接的指

向性をもつテクストのタイプと、発話の場へのアクチュアルな指向性をもたない

で過去の出来事を提示しうるテクストのタイプとでは、テンス形式、時間副詞の
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使用のされ方が異なってくる。この対立が決定的なかたちになるのは、　（3人称）

小説の地の文というくかたり〉のテクストにおいてであろう。　（この点について

は、工藤1993参照）

　以上、〈出来事の時間的位置づけコ時間指示〉に関わる機能・意味的カテゴリ

ーであるテンポラリティーの表現手段として、文法的テンスのみならず、語彙的

時間副詞（名詞）をも統一的にとらえながら、テクストのタイプとの相関性、さ

らには構文的条件、モダリティーとの相関性のなかで、文のテンポラリティーを

精密化してゆくことが、個別言語学的にも、対照言語学的にも、今後の課題とな

るであろうことを述べた。
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現代日本語における過去の出来事の表現　その2

　　　一会話文の歴史的現在用法を中心に一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工藤真由美

　1　イェスペルセン、ボンダルコ等によって述べられているように、言語現象

をとらえるにあたっては、形式から意味・機能へとすすむアプローチと、意味・

機能から出発してそれが形式的にどう表現されるかを問題にするアプローチがあ

るであろう。

　前者においては、例えば、過去形がく非過去形との対立〉のなかで、カテゴリ

カルな意味、アスペクト、構文的条件、モダリティーと相関しっっ、次のような、

多義的な文法的意味を表すという事実を記述してゆくことになる。

　　　　　運動動詞　　　　　　　　　　非運動動詞、形容詞、名詞述語

　　ペクト
eンス

完成相 持続相

非過去形 スル シテイル 非過去形 イル サムイ 病気ダ

過去形 シタ シテイタ 過去形 イタ サムカッタ 病気ダッタ

完成相過去形（シタ）の意味

　①（終止の位置）　発話時以前

　②（非終止の位置）主文の出来事時以前

　③（終止の位置）　近未来・要求（命令）性

持続相過去形（シテイタ）、非運動動詞、形容詞、名詞述語の過去形の意味

　①（終止の位置）　発話時以前
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②（非終止の位置）主文の出来事時以前

③（終止の位置）　現在（未来）・発見性

　　　　　　　　　現在（未来）・反実仮想性

　以上のおおざっぱな記述からもわかるように、テンス的意味は、範疇的にとら

えられた語彙的意味（時間のなかでの展開性のある運動動詞であるか否か）、ア

スペクト（完成相か持続相か）、構文的条件（終止の位置か非終止の位置か）、

モダリティー（客観的か主観的か）と相関している。そして、その結果、過去形

というテンス形式は、基本的にはく発話時以前瓢過去〉という時間的意味を表す

点で非過去形と対立しているが、派生的にはく現在・未来〉を表す場合も起こっ

てくる。

　一方、後者（意味・機能から形式へ）のアプローチにおいては、例えば「発話

時以前瓢過去時」という時間的意味が、次のような複数の形式で表現され、それ

らがどのような機能分担を行なっているかが追求されることになる。

過去時の表現形式

　①過去形式（シタ、シテイタ等）

　②非過去形（スル、シテイル等）

　つまり、単純化して言えば、テンス形式（teRse）と時間的意味（℃i揚e）とが

＜1対1＞の対応関係をもっているわけではないことが、2っの観点からのアプ

ローチを成立させるのである。

　　　　　　　　　未来
　　　　　　　！！
非過去形、、　／

　　　　，ニジー現在

過去形

　　　　　　　　　過去

ここでは、後者の観点から、現代日本語において、発話時以前に成立した過去
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の出来事が、複数の表現手段でどのように表し分けられているかを記述していき

たい。なお、工藤199！で述べたように、現在パーフェクトのシテイルも、過去時

を表現する重要な手段として存在するが、本稿では、いわゆる歴史的現在用法と

しての非過去形の使用のされ方の問題に焦点をあてることとする。

　その際、前述の拙論「テンスとテンポラリティー」で述べたように、テクスト

のタイプとの関係筋が、まず問題となってくるが、ここでは、〈会話文〉つまり

くはなしあい〉という最も基本的なディスコースに限定する。

　これまでの研究においては、小説の地の文に代表されるようなくかたり〉のテ

クストにおける、過去形のかわりに非過去形を使用する文体的用法としての、い

わゆる歴史的現在用法の問題がとりあげられてきている。そしてこの用法は、完

成相（スル）ではなく、持続相、非運動動詞、形容詞、名詞述語、否定形のよう

な、インパーフェクティブなものに頻繁に現象することも指摘されている。

　しかしながら、日常的会話においても、次のように、過去の出来事の表現にお

いて、過去形にかえて非過去形を使用することがおこる。

　この用法は、小説の地の文の場合とは異なり、運動動詞完成相（スル）にも頻

繁に起こり、あらゆる述語形式にみられるものである。そして、過去の一連の出

来事の連続を述べる時に、過去形と混在させながら使用される場合もあれほ、1

っの出来事を述べる時に使用される場合もある。

・「私は立花茂造だといくら言っても警察は私を賊だときめてっかまえるんで’

　すよ。ひどいものです」　　　　　　　　　　　　　　　（胱惚の入）

・「ただ今のお客さま、ずいぶんお子さんがおすきでいらっしゃいますね」

　「そう」

　「廊下でお会いしたら、ちょっとだかせてくれって、いつまでもおだきにな

　　って、ほおずりしていらっしゃいますの。まるで、おとう様のようですわ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（女の一生）
o

・「一一一寝ようとしているところヘアパートのおばさんが飛んできて、子供

　が生まれるって言うんだよ。じゃあ、あんた起きてちゃ駄目じゃないかと
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ぼくは言ったんだ。そしたら、馬鹿ね、わたしはやもめじゃあないの、っ

て怒るんだけど、そのおばさんの腹のでつかいったらない。一一生まれ

かかっているのは2階の部屋で、新聞記者のおやじが飲んでばかりいて、

普通に帰ってきたことなんかないんだよ。その晩もいないんだ。もう半分

ばかり生まれてしまっていて、病院へも運べない。で、2階はごつた返し

ているから、下でお湯を沸かして運べという。　　　　ところがお湯を沸

かしはじめたら、おばさんが来て、産婆を見つけに行った人が戻ってこな

いから、あんたどこかで産婆を探して連れて来いって言うんだよ。しかし

産婆ってなかなかないんだね。とうとう電信柱に看板があったから、そこ

へ行って見たら、4、5年前に引っ越したんだって。嫌になつちゃったな。

。．。．・・ v　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈幼児狩り〉

　このようなく会話文〉における、いわゆる歴史的現在用法（時称の転移用法）

の存在は従来十分記述されていない。そして、小説の地の文における場合とは、

異なったかたちで使用されているのである。以下、現代日本語の会話文における、

歴史的現在用法の特徴を記述することにする。

　2　第1の特徴は、過去を指示する絶対的くダイクティックな）時間副詞、あ

るいは時間状況語（文）との共起である。このような共起のしかたは、地の博

くかたり〉においてはみられない。

・「さっきお部屋へ戻ってみたら、もういらっしゃらないんでしょう。どうな

すったかしらと思うと、えらい勢いでお一人山へ登っていらっしゃるんです

　もの。窓から見えたの。おかしかったわ。・・…　　」　　　　　（雪国〉

・「この間もその父が手紙を寄来して、お前が赤になるとおれは割腹しなけれ

　ばならんなんておどかして来るの。私は自分も生命がけですから、お父さ

　んの生命のことまで考えていられませんて返事してやったわ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（朱を奪うもの）
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・「昨日の午後？　もういないのか？」

　「ええ、わたしもおどろいたわ。昨日の午後になって急に言い出すんですも

　の。あんな引越しってないわ」　　　　　　　　　　・　　（砂の器）

・「浅井先生ですの？あたし浅井先生に打ちあけられましたとよ。浅井先生た

　　ら、3日前の晩、ひょつくり、うちのアパートに来られるんですもん。ほ

　んとに驚いたわ。だってえ、浅井先生たらお酒ば飲んで・…　　、あたし

　に・…　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（海と毒薬）

　第2の特徴は、話し手のその過去の出来事に対する感情・評価的態度とのむす

びつきである。従って、次のように、話し手の慈情・評価性を示す形式（文、語）

との共起、共存が特徴的であって．このようなことも、地の文〈かたり〉の場合

にはみられない。

・「だって、私はパン屋よ。朝の3時に起きてパンを焼くのよ。そしたら、チ

　　ャーミングな青年が、きっかり4時に通りを横切って行くの。その青年を

　今度は夜にまた見たの。びっくりぎょうてん。なんと、マサコと一緒で、

　明かりの消えたアムシュタインさんの家に入って行くじゃない。そして

　あくる朝、私の店の前を通って帰って行くの。私、ちょっと心が騒いだわ

　ね。悔しかったわ。嫉妬ってやつがしら」　　　　　　（ドナウの旅入）

・「去年の夏はおかしかった。芦ノ湖のホテルで、予約しといた部屋が行って

　みたら意外に悪いんです。ママもパパも気分害しちゃって、ママは坐った

　　まま、パパは立ったまま悪口ばかし言っていたら、お勘定の時になってみ

　て、馬鹿馬鹿しく安いのね。普通の相場の半分ぐらい。途端に二入とも機

　嫌なおしちゃって、ママなんか、また来ようね、なんて車に乗るや現金に

　言うんですもの」　　　　　　　　　　　　　　　（バビロンの処女市）

・「ともかく、俺は退屈だったから、早い目に行ったのよ、劇場に。新歌舞伎

　座っての？　そしたら、開場時間より30分から早く卜いちまって、中に

一43一



入れてくんないの、あったま来たア。雨、降ってたしょオ。・…　　」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（開幕ベルは華やかに）

・「私が『新世界』の中のお店で働いている時この人が来てねえ、君、こない

　だ着ていた白地に桃色の刺繍のついてたブラウスとってもよかった、なん

　て急に言い出すじゃない。私感激しちゃった。その次の臼、ちょっと風邪

　ひいたのよね。大して悪くはなかったんだけどさ。そのことを話のついで

　に喋っちゃったのよ。そしたら、その次の週末に来た時、この入が会うな

　　り、風邪どう？ってきいてくれるの」　　　　　　　　（生命ある限り）

・「キッス・シーンが良いわ。素敵よ。それからベッド・シーンが凄いの。ま

　　るで裸よ。わたし、頭が痛くなつちゃった。渡辺さんとふたり並んで見て

　いたらね、渡辺さん呪えているの。ほんとにぶるぶる懐えているの。純情

　ね。呆れたわ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（青春の蹉鉄）

・「京子の奴、何べんも念を押すんだ、本当に死んだのかって。それじゃなか

　　ったら行かないわなんて言うんだ。馬鹿な奴だ」　　　　　（胱惚め入）

・「さわぎって、どういうことですか」

　「ハツ子がいきなりビールを京子にぶっかけたんです」

　「手にしたコップに入っていたビ～ルですね」

　「そうです。半分以上あったのを、もろにぶっかけたんで、胸から膝へかけ

　て、かかりました。すると京子も負けずにコップへ手をかけたところへ、

　ハツ子がかかって行く。髪の毛をつかんで、引き倒そうとする。いや、大

　変なさわぎでした」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（事件）

次の場合は、話し手の感情・評価性は、形式的には明示されていないが、場面

・文脈的に明らかである。

・「それでね、私、差し出がましいようだけど病院へ様子を見に行って来たの
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よ」

「有難う」

「早瀬さんを看護婦さんに呼び出して貰って、ちょっと廊下で立ち話しただ

けだけど、その間でも病室の中から奥さんがけだものみたいな声で早瀬さ

んを呼び立てるのよ。人が変わったみたいなんですって。・・…　　」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（冬の虹）

　このように、話し手に強い情動的反応を引き起こした出来事を非過去形で表現

するとすれば、この過去の出来事はまた、過去の一連の出来事のなかで話し手が

特にく焦点〉をあてて、聞き手に伝えたい出来事でもある。次の例に典型的にみ

られるように、過去形から非過去形への転換によって、〈伝達内容の重要度〉の

違いも表現されることになる。

・「覚えていらっしゃる？　ずっと前、夜お芝居を見に行った帰りにね、品川

　で省線が故障しちゃって、目蒲線の終電に間に合わなくなりそうな時があ

　　つたでしょう。あの時、品川発の臨時電車が急に別のホームから出ること

　　になったの、覚えていらっしゃる？あの時、階段をまともに上がっ℃いた

　　ら乗りそこないそうなんで、私達線路に飛び下りたでしょ。そしたら私が

　次のホームにのぼらないうちに、京浜線の電車のヘッドライトが見えて、

　　ぐんぐん駅の構内に入って来るのね。私、もう少しでひかれるかと思った

　の」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鵬鵡とクリスマス）

・「お姉さんが死んでるのをみつけたのは私なの」と直子はっづけた。　「小学

校6年生の秋よ。11月。雨が降って、どんよりと暗い1日だったわ。その

　ときお姉さんは高校3年だったわ。私がピアノのレッスンから戻ってくると

　6時半で、お母さんが夕食の支度していて、もうごはんだからお姉さん呼ん

できてって言ったの。私は2階に上って、お姉さんの部屋のドアをノックし

てごはんよってどなったの。でもね、返事がなくて、しんとしているの。そ

れでなんだか変だなあって思って、もう1度ノックしてそっとドアを開けて

　みたわけ。寝ちゃったのかしらと思ってね。・…　　」（ノルウェイの森）
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　従って、第3に、話し手の感情・評価性の説明としてはたらくノダ文（あるい

は終助詞ノ）、または、その出来事に対する話し手の感情移入性を表す～ジャナ

イ（カ）が付加されている点が特徴的である。この特徴も、地の文くかたり〉に

はないものである。

・「僕の隣に海軍の水兵が二三人いて、時々大きな声で『やっつけろ』　『奴ら

　を殺せ』なんてやり出すんだ。・…　　刑事にでも捕まりゃしないかと思

　　ってはらはらしたよ」　　　　　　　　　　　　　　（朱を奪うもの）

・「瑠里子がきやっと凄い声出すんだもの…　　こっちが驚いちゃった」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（女坂）

・「この子も昨日、おけらを持って帰って来たの。　『ただいま』って云うから

　『お帰り』と云ったら、　『はい、これ』だって指でぶら下げてあたしの眼の

前に突き出すの」

　「きやって云ったね」

　「云うわ。靴を脱ぐところまでは何を持って来てもいいけど、そこから先へ

　は虫を持って入ってはいけないと云ってあるのに」　　　　　　　（静物）

・「ちょうどガレ場を降りたところだったな。ひょいと見ると、あいつがいる

　　じゃないか。灌木の上に、普通のアゲハがやるように、こうはねをひろげ

　てべったりととまっているんだ。俺だって初めは本気にできなかったさ。

　　。．．．」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（たにまにて）

・「もっと歩いたと思うわね。田舎でだって、こんなに歩くことないわよ、も

　　う。見覚えのあるところまで戻ってきて、もう大丈夫だと思ったら、お父

　　さんと来たら五日市街道の方へ曲がらずに、ずんずんまつ直ぐ行くじゃな

　皿」
　「まあ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（胱惚の入）

一46一



　次の場合は、無形式ではあるが、実際の発話においては、特別なイントネーシ

ョンが伴うであろう。そしてこの場合「驚き」なり「失望」なりの、話し手の感

情性が存在しているので「1人乗っているじゃあないか」　「留守なんだ」という

ことが可能である。

・「俺はとにかく怪しいと思うんだ。この前行った時、玄関へ入って行くと、

　夫人が丁度自動車に乗るところだったんだ。車の中を覗いて見ると、1人

　乗っている！」　　　　　　　　　　　　　　　　　　（あすなろ物語）

・「オットーの、世の中、しあわせだらけって顔でも見たら、気が晴れるかも

　　しれないと思って、パッサウへ来たんだ。そしたら留守だ。仕方がないか

　　ら、フランツのところへ行った。・・…　　」　　　　（ドナウの旅人）

　従って、第4に、話し手自身が直接体験（知覚）した出来事である場合が基本

的である。これは、次の最初の2例のように話し手以外のことの場合もあるし、

後の2例のように話し手自身のことの場合もある。どちらにしても、直接体験し

た出来事であるがゆえに、その出来事に対する話し手の感情・評価的反応ぶ生ま

れてくるわけである。

・「実は先刻妻と少し喧嘩をしてね。それで下らない神経を昏絶させてしまつ

　たんです」

　「どうして・・…　　」

　「妻が私を誤解するのです。それを誤解だと云って聞かせても承知しないの

　です。つい腹を立てたのです」　　　　　　　　　　　　　　（こころ）

・「だんだん蕾がふくらんで孔雀が首をもちあげるように上を向いてくるの。

　そして見ている間に、蕾がどんどん大きくなって、ひらき始めるのよ。12

時ごろから咲き始めたの。まつ白で大きな、きれいな花でねえ。1時ごろが

盛りだった。3時少し前には、もうしおれてきたの。それをずっと見ていた

　の。一人だからこんなこと出来るんだわと思いながら」　（ウホッホ探検隊）
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・「ところが俺はその日ここに帰ってきてから泣いたよ。水のような涙があと

　からあとから流れでるんだな。自分の泣き顔を見るのがいやで、俺はお祖

　父さんの能面を壁からはずしてつけてみた。それから鏡をみた。そこにか

　かっている節木増だ。・・」　　　　　　　　　　　　　　　　（薪能）

・　　　　笑ったろう？

　　　　　そうなんだ、思わず吹き出しちまったら、

笑いがとまらないんだ。柳井の奴、怒ったよ。

おかしくておかしくて

　　　　　（草の花）

　こうして、過去の出来事の表現にあたっては、過去形が基本的ではあるが、話

し手自らが直接体験した出来事を、感情・評価的に表現する場合には非過去形が

使用される。これは、過去の出来事の記憶の生々しさ＝発話時における過去の出

来事の心理的現存性を表現するものである。自らが直接体験して、強い情動的反

応を引き起こされた出来事であるがゆえに、発話時においてもなお心理的にはア

クチュアルな出来事なのである。

　従って、次のように、過去の出来事についての質問文の場合に非過去形が使用

されることはないし、また話し手の直接体験した出来事であっ．ても、感情・評価

性に中立的に過去の出来事をとらえる場合には、過去形が使用され、非過去形に

転換できないのである。

・「ねえ、僕の年齢におじいさんは何をしていたんだ？」

　「そうさな」

　「お前は幾つだったかな」

　「こんど17」

　「17か。17の時の正月の2日に、わしは箱根山を越えた」

　「歩いて？」

　「歩いてに決まっているじゃないか。その頃はみんな歩いた。女や年寄しか

　駕籠には乗らなかった」

　「東京にいたんだね」

　「うん」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（夏草冬野）
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・一一 ﾅ初診察のときは、両親のいるところで問診をされたのですか。

　一そうではありません。Aの希望によって私とAが1対1で話をしまし

　た。その間両親は待合室に出ていってもらいました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（子供たちの復讐）

　過去の出来事の表現にあたって、過去形と非過去形のどちらを使用するかは、

その出来事にたいする、話し手の心理的態度が決める。客観的＝中立的な場合は

本来的な過去形を使うが、感情・評価移入的な場合は非過去形である。あるいは、

同じ出来事を、前者では心理的距離をおいて客観的にとらえ、後者では時間的距

離が感じられないものとして発話時における心理的アクチュアリティー性を表現

するといえよう。

過去形　　　客観的　　　　心理的距離感あり　直接体験性の有無に中立

非過去形　　感情・評価的　心理的距離感なし　直接体験丈長

　以上のように、①話し手の感情・評価性、②話し手の直接体験性、の2っの相

関的要素が重なった場合に、典型的ないわゆる歴史的現在用法としての非過去形

が使用されることになるといえるが、この2っの要素のうちのどちらかが欠けて

も、非過去形が使用される場合もある。

　次の場合は、過去の出来事の表現（説明）にあたって、ジェスチャーを伴ない

ながら非過去形が使用されている。その出来事に対する感情・評価性は必ずしも

前面化されてはいない。

・「二人で胡桃を手に持って歩いていたのよ。そうしたら、いく子ちゃんが

　　『あ、1個落とした』って教えてくれたから、すぐに後戻りしたの。それ

　がほんの5、6歩くらい行き過ぎただけなの。そこに道路工事している男

　　の人がいて、　『クルミ探しているんだろう』って云うの。　『もう食べちゃ

　　つたよ』って、笑いながら、あたしたちに殻をこうして見せるの。真っ二

　っに割った殼を」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（静物）
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　次の場合は、反語的ななじりを表している。話し手が直接体験した出来事では

ないが、その過去の出来事に対する話し手の強い非難を前面化している。

・「ぎん、あなたはあちらで本を読んでいたのですか」

　「・・・…　　」

　「何ということをするのです。本を読む農家の嫁がどこにいます」

（花埋み）

・「高柳くんも同じことをいっているんだよ」

　「高柳さんはどうしてそんな嘘をつくんだ？　ぼくは何もしちやいないのに

　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（監督）

　3　以上のように、小説の地の文のみならず、会話文（日常的会話）において

も、同じ過去の出来事を表現する場合に、過去形が使用されたり非過去形が使用

されたりする。どちらを選択するかを決めるのは、その過去の出来事に対する

く話し手の心理的態度篇距離（モダリティー）〉の相違である。従って、過去形

一非過去形の対立は、発話時を基準軸とするく過去一現在・未来〉という容観的

時間的位置の相違であるとともに、話し手と発話対象との心理的距離（心理的現

存性の有無）の相違でもある。ここに、テンスとモダリティーとの相関性が認め

られるわけである。

　こうして、非過去形は、一定の条件のもとで、過去時指示性をもっことになる。

現代日本語においては、過去形一非過去形のテンス対立が確立してはいるが、モ

ダリティーの変更と相関しつつ、過去形が現在、未来時指示性を、非過去形が過

去時指示性をもつようにもなる。そして、話し手自らが直接体験した過去の出来

事を、感情・評価移入的に、現在おこっているかのごとく心理的現存性を前面化

させながら提示するのは、最も素朴な表現方法であるといえよう。従って、次の

ような子供の会話にも頻繁にあらわれてくる。

・「お母さんたら、はじめは眠っていたのに、最後は泣いてんの」

　「ねえ、感動したの」
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「うん」 （ウボツホ探検隊）

　そして、時間副詞によって、あるいは場面・文脈的に、その出来事の過去性を

示すことができるとすれば、文法的なテンス対立が存在しなくても、文のテンポ

ラワティーの表現において支障はないとも言えよう。テンスのない言語が存在し

ても不思議ではない。

　なお、小説の地の文に代表されるような〈かたり〉のディスコース（テクスト）

における、過去形と非過去形の使用のされ方（選択のあり方）は、以上のような

会話文くはなしあい〉のディスコースの場合とは、質的に異なるものである。

〈はなしあい〉ではく発話主体の感情・評価性の有無〉の相違が問題となるが、

〈かたり〉では、〈物語世界外の視点か物語世界内の視点か〉あるいはく語り手

の視点か作中人物の視点か〉という、〈文体的技巧〉としてのく視点構造〉の相

違が問題となってくる。　（この点については、工藤1993を参照されたい。）

　が、同時に、〈はなしあい〉でもくかたり〉でも、過去形と非過去形の使い分

けが、〈発話の対象的内容〉とく話し手、語り手〉とのく心理的距離〉の相違と

むすびついている点では共通している。過去形は、時間的皿心理的距離の隔たり

性（客観的つきはなし性）を表現し、非過去形は、時間的瓢心理的距離の非隔た

り性（主観的一体性）を表現する。人間の時間認識は、客観的でもあり、主観的

でもあって、テンポラリティーと広義モダリティーとは相関せざるをえないので

ある。

　〈意味・機能から形式へ〉のアプローチをとることは、潜在的な記号体系とし

ての言語の領域そのものではなく、具体的テクスト構造のなかに顕在化する言語

の使用を問題とするのである。ここでは、発話状況あるいは場面・文脈との相互

作用そのものが中心課題となろう。

　〈参考文献については、前述の拙論を参照されたい。）
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タガログ語のアスペクト

森　口　恒　一

1．

Il，

lll．

W。

　V．

VI．

タガログ語とは

タガログ語のフォーカスとアスペクト

（A）フォ～カス

〈B）アスペクト

タガログ語の動詞分類

フィリピン・台湾諸語のテンスとアスペクト

副詞とアスペクト

仮定法とアスペクト

1．　タガログ語とは

　フィリピン共和国の北部のルソン（L麗on）島中部のマニラ地域を中心として使

われている言語で、1937年に憲法で制定されたフィリピンの国語（共通語）

（Lingua　Franca）であるPihpino／Filip沁。の土台となった言語である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
　このタガログ語は他のフィリピンの言語とともに太平洋全体に広がっている一

大言語グループのオーストロネシア語族に属している。太平洋地域は、地理的に

は、インドネシア地域、メラネシア地域、ポリネシア地域、ミクロネシア地域の

四地域に分かれる。しかし、言語学的にはオーストロネシア語族は、大きく東と

西に分けられ、東の部分をオセアニア語派（メラネシア語派、ポリネシア語派）、

西のグループをかってはインドネシア語派、現在ではヘスペロネシア語派（Hes－

peronesian＝西部語派）と呼んでいる。インドネシア（ヘスペロネシア）語派の

一53一



中の下位区分は確定的なものではない。インドネシアグループ、フィリピングル

ープ、台湾グループの三グループには分かれるとする学者達と、インドネシアグ

ループとフィリピン・台湾グループの2グループに分かれると主張する人たちも

ある。

オセアニア

オーストロネシア
　　　　　　　＼＿ネシア

台湾グループ

フィリピングループータガログ語

インドネシアグループ

　フィリピンで使われて言語の数はいまだ確定的ではないが、85～90言語位

あるといわれて、その下に2～5の方言がある。人類学的な分類と言語学的な分

類が一致するとは限らないが、その使用人ロの多さに従って、主要言語（Major

Languages）と少数言語（MiRor　Laaguages）に分けられ、特に使用人口の多い上

位八っの言語を八大言語（Eight　融jor　Lang隙ges）と呼ぶ。北から示すと

イロカノ語

パンガシナン語

カパンパガン語

タガログ語

ピコル語

ルソン島

ワライ語

セブアノ語

ヒリガイノン語

サマル島、レイテ島

セブー島、ボホル島、ミンダナオ島等

ネグロス島、ギマラス島
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である。かってはセブアノ語が使用人口が一位であったが、現在は全国的な学校

教育の普及で国語であるピリピノ語くタガログ語）の使用人口が増え、人口の点

ではタガログ語が一位に、そして、セブアノ語が二位になった。

　タガログ語は、方言がいくつかあるが、未だ完全な方言調査は行われてはいな

い。現在のところは、南部地域のMarindu鑓e・Boak方言、　Tayabas方言、マニラ地

域のマニラ・中央方言、西南のLaguna・Batangas方言、北のBulakan方言、東の

Riza1方言などが認められている。

　ところで、フィリピンは16世紀以降1899年までスペインの植民地になっ

ていた。本国から遠く離れたヨーロッパから来た支配階級のスペイン人はほんの

少数であった。このスペイン入達のフィリピンの支配方法は、その当時、村・部

族単位で独立していて、部族間の言語差が激しいという状況を利用したものであ

る。人間というものは、ことばが通じない間がらであるということは、友好的な

関係を保てず、お互いに反目するようになる。そして、そのことは、フィリピン

のような多言語社会では全土を統一する妨げとなっていた。ところが、逆にスペ

イン人達はこれを利用して、村単位とでもいえる各部族の統一を促進するような

共通語にスペイン語がならないようにスペイン語教育をするという政策はとらず、

各部族をお互いに反目し合うようにした。しかし、現地人とスペイン人はある意

志疎通の手段を持たなければならなかったために、スペイン語とタガロ’グ語、ま

たは、他のフィリピンの言語とのピジン／クリオール（混成語）が、自然に出来

上がった。これがチャバカノ語（ChabacanO）である。この中でマニラの南のカヴ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
イーテ（Cavite）で使われるCavit曲。は、タガログ語とスペイン語から出来上がっ

たクリオールである。

　一方、1900年以降アメリカがフィリピンを統治し始めると、スペインとは

逆に民主主義を広めるために、フィリピン全土に小学校を建ててアメリカ人の教

師を配置し、英語を教えるようになった。第二次世界大戦以降、アメリカが引き

上げた後でも、現在までその英語の地位は確固たるものとなっている。しかし、

英語の母語使用者がすべての人を教えるわけでもなく、フィリピン独自の英語が

発達し、マニラあたりでは英語とタガログ語が混ざったマニラ・タガログ、また

は、タガリッシュ（Tagalish）というものが発達してきた。
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11．　タガログ語のフォーカスとアスペクト

　タガログ語は、類型論的には動詞が最初に来ればそのほかの名詞句は原則的に
　　　　　3）
は順番は無関係の言語である。すなわち、V－O－S、　V－S－0どちらでも良

い。それゆえ

Ku罰1ain　　　na　　　　　　　ang　　tao　　ng　1縫羅pia．

（食べた　すでに　　は　人　　を　春巻き）

　”その人は、春巻きを食べてしまった。”

という語順でも

Kuπ茎ain　　na　　　　　農9　　1U蹴pia　　　ang　tao．

（食べた　すでに　を　春巻き　　は人）

　”春巻きをその人は食べてしまった。”

も原則的には認められうる語順である。

　タガログ語で特徴的な要素で、最も興味深い現象は、動詞である。この動詞に

関してまず第一に注目することは、動詞的な意味を持つ語彙がすべて動詞という

カテゴリーに入らないということである。確かに、日本語でもいわゆる動詞と形

容動詞という分類があるが、このような分類ではなく別の基準によって分類され

ている。その基準とは、次に述べるフォーカスとアスペクトである◎

（A）　フォーカス（Focus）

　ヨーロッパの言語などは、能動態と受動態の対立により主語の変化を行ってい

るが、フォーカスは、タガログ語をも含めた他のフィリピン・台湾諸語すべてが

持っている共通の言語現象で、その中心は、　「主題」である。この規則は、日本
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語の「は」と類似した形態を示すが、フィリピン・台湾諸語では名詞句の問題だ

けではなく、動詞との関係があり、次のようなものである。

・　主格フォーカス

　　Kumain　　　na　　　　　ako　　　　れ9　　　醗ansanas。

　　〈食べた　すでに私は　を　　リンゴ）

　　　”私は、リンゴを食べた。”

　　Naglabas　　　　　　　ako　　　　ng　lapis．

　　〈取り出した　私は　を　鉛筆）

　　　”私は、鉛筆を取り出した。”

　　Nangingisda　　　　　si　Jose　　　sa　　　baybayiR．

　　（漁をしている　　ホセは　で　　海岸）

　　　”ホセは、海岸で漁をしている。”

　　醤aka｝くasulat　　　　　　　　ang　anak　　ko　　　　 sa　pupitre．

　　（書くことができる　は　子供　私の　　で　机）

　　　”私の子供は、机で書く事ができる。”

・　目的格フォーカス

　　Kinain　　　　kO　　na　　　　　ang　斑aれsanas．

　　（食べた私すでにはリンゴ）

　　　”りんごは、わたしが食べた。”

　　　　　（Subjective　Focus　＝　Ku瓢ai貸　　　na　　　ako　　　籔g　聡ansanas．）

　　　　　　　　　　　　　　　（食べたもう私は　をリンゴ）
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　　Inilabas　　ko　　　a註9　1apis．

　　（出した私は鉛筆）
　　”鉛筆は、私が出した。”

　　　　　（Subjective　FOcus　＝　　Naglabas　ako　　　ng　lapis，）

　　　　　　　　　　　　　　　（出した私は　を鉛筆）

・　方向格フォーカス

　Binayaran　　　niya　　　　ang　　 bangkO．

　（支払った　彼（女）　は　　銀行）

　　”銀行（へ）は、彼が支払をした。”

　　　　　（Subjective　Focus　竃　　Nagbayad　　　siya　　　　　　　　sa　bangkO．）

　　　　　　　　　　　　　　　（支払った　彼（女）は　へ　銀行）

　　！陰abutan　　　　　R三ya　　　　　ako　　　ng　　sulat．

　（手渡した　彼（女）　私は　を　手紙）

　　”私（へ）は、彼女が手紙を渡した。”

　　　　　（Subjective　Focus　認　　短ag－abot　siya　　　　　　　sa　a｝くin　Rg　sulat．）

　　　　　　　　　　　　　　　（渡した彼（女）はに私　を手紙）

・　所格フォーカス

　Pinagsu玉atan　ko　　sa　　bata　　 ng　liham　ang　　擶esa．

　〈書いた　　　私　へ　子供　　を　手紙　は　テーブル）

　　”テーブルでは、私が子供に手紙を書いた。”
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　　　　　（Subjec℃ive　Focus　＝・　　Su鵬ulat　ako　　sa　bata　ng　liha董n　sa　mesa．）

　　　　　　　　　　　　　　　（書いた私はに子供を　手紙でテーブル）

・　恩恵格フォーカス

　Ipi駐ag－ihaw　rli　Toni　　　　ng　　isda　　si　Ed（he．

　（焼いた　　トニーを魚　エディーは）

　　”エディーのためには、トニーが魚を焼いて（やった）。”

　　　　　（Subjective　Focus　＝　　Nag－iha響　s圭　丁Oni　ng　圭s（ia　para　kay　Eddie．）

　　　　　　　　　　　　　　（焼いたト三一はを魚　ためにエディー）

・　具格フォーカス

　lpinangguhit　亘iya　　　ng　lara脚an　ang　lapis，

　（描いた　　　彼（女）　を　絵　　　は　鉛筆）

　　”鉛筆では、絵を彼（女）書いた。”

　　　　　（Subjective　FOc疑s　謹　　GuI轟uhi亀　　siya　　　　　　R9　1arawaa

　　　　　　　　　　　　　　　（描いた彼（女）はを絵

　　　　　　　　　　　　　　　　　sa　pa田a揃a籍giもaR簸91apis．）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で　　　　　鉛筆

・　理由格フォーカス

　　Ikinaya膿an　　　　　　 臓iya　　　　　ang　sweepstakes．

　（金持ちになった　彼（女）　は　競馬）

　　”競馬ゆえに、　彼（女）が金持ちになった。”
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　　　　　（Subjective　Focus　瓢　　Yu職ama捻　　　　siya　　　　　dahil　sa　sweepsta｝（es．〉

　　　　　　　　　　　　　（金持ちになった彼（女）　ゆえに　　競馬）

・　話題格フォーカス
　　　　　　　　　6）

　Pinag－awayan　nila　　　　　　　　ang　　　Pera．

　（口論した　　彼（女）達　　は　　お金）

　”お金については、彼（女）達がロ論した。”

　　　　　（Subjective　FOcus　＝　　Nag－away　　　sila　　　tun9｝く01　sa　pera，）

　　　　　　　　　　　　　　　（口論した彼らはついて　　　お金）

（8）　アスペクト（Aspect）

　タガログ語は、アスペクト、すなわち、ある出来事が「終わってしまった」か、

「今継続中」であるか、それとも「これから行われる」かという基準によって動

詞の形態的変化がある。それはフォーカスの変化にともなって次のように変化す

る。

・　主格フォーカス

　　　　　　　飲む　　　　　帰る

　　基本形　　U姫no斑　　　bu蒲alik

　　完了　　　u面no揃　　　　bu臓1ik

　　未完了　　uぬinom　　　bu礒abalik

　　未来　　　iino顯　　　　babalik
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基本形

完了

未完了

未来

たくさん飲む

mag一1nom

nag－1noIn

nag－iinO醗

斑ag－iino厭

　買う

magtinda

nagtinda

nagtitinda

π｝agtitin（ia

基本形

完了

未完了

未来

　　　　　散歩できる

　　　　　田akapagpasyaエ

　　　　　nakapagpasyal

nakakapagpasyal　　　　　nakapagpapasyal

makakap・gPasya1　。ak、pagP会pasya1

基本形

完了

未完了

未来

　借りる

搬anghira飛

nanghiram

nanghih三ram

mangh圭hira鵬

　商う　（rkalakaユ）
　　　　　　　　　　ワ）

鯖angalakal

nangalakal

naRgangalaka1

厭angangalaka1

・　目的格フォーカス

基本形

完了

未完了

未来

　待つ

hintayin

hinintay

hiRihintay

hihintayin

歌う

awitin

inawit

inaawit

aawltm

　　料理する

　　1utuin

1重nuto　　　niluto
　　　　　　　　曾ク

1inulutO　　nilUluto

　　lulutuin
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方同格フォーカス

　　　　　　　渡す

基本形　　　abutan

完了　　　　inabutan

未完了　　　inaabutan

未来　　　aabutan

丁丁フォーカス

　　　　　　　書く

基本形　　　pagSUlatan

完了　　　　phagSUlatan

未完了　　　pinagsusulatan

未来　　　　pagsusulatan

恩恵格フォーカス

　　　　　　　臼で掲く

基本形　　　ibayo

完了　　　　ibinayo

未完了　　　iblnabayo

未来　　　　ibabayO

　手紙を出す／書く

SUlatan

sinulatan

si頁usulatan

SUSUlatan

ボートを漕ぐ

pa凱angkaan

pina魏1angkaan

pina1namangkaan

pag1執a醗angkaan

印刷する

ipagli澱bag

ipinagli類bag

ipinaglilim圭）ag

ipagli11皿bag

価angka、）
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・　具格フォーカス

基本形

完了

未完了

未来

　描く

ipangguhit

lPlnangguhit

lPlnangguguhit

ipangguguhit

散歩する　価asy賜の

ipa膿asyal

lPlna無asyal

lPlnama搬asyal

ipa罰1a礒asya1

・　話題格フォーカス

基本形

完了

未完了

未来

　議論する

pag｝awayan

Plnag－a～》ayan

Plnag㎜aawayan

pag』aawayan

一方、上記のような規則的な「終わった」か、　「今継続中」か、　「これがら行う

予定」かという基準にほかに、　「今ちょうど終わったところだ」という近完了

（Rece償Perfective）という形式がある。しかし、　前に述べたように各フォーカ

スにそれぞれアスペクト形式があったが、この形式は、主格フォーカスしかない。

Ku揃ain　　　na　　　　　　ako．

（食べたすでに　私は）

　”私は、すでに食べた。”

KakaiR　　　　　ko　　　ユamang。

（食べた私ちょうど）

　”私は、ちょうど食べ終わったところです。”
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　どんな言語でも動詞の変化に不規則変化というものがあるのが、ふつうである

が、タガログ語のアスペクトの変化は、すべて例外無く規則的な変化をしている。

一見不規則に見えるものでもある一定の規則的な音変化の結果であり、次のよう

にまとめることができる。

　すべての本動詞に共通する変化は、未完了形、未来形では必ず音節重複（Re－

duplication）が行われ、主格フォーカスは、完了形と未完了形ではm→nの

音変化を起こすか無変化である一方、主格以外のフ労一カスは、一in／づ批／一in／n

トが使われる。また、主格以外のフォーカスの中で、目的格フォーカスと目的格

フォーカス以外の違いは、目的格フォーカスは、in一／一in一／一in／ni一だけであるが、

それ以外の格では、必ずどの格にフォーカスが当たっているか示すそれぞれの格

と関係する接辞（FOcus　Marker）が付加される。図にすると次のようになる。

m　→　 n

無変化

音節重複（Reduplication）

〆

in

F．M．　（格を示す接辞）
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・　音節重複

主格フォーカス以外

主格フォーカス

目的格フォーカス 目的格フォーカス以外

完了 なし なし なし

未完了 あり あり あり

未来 あり あり あり

・　音変化または消失

主格フォーカス　以外

主格フォーカス

目的格フォーカス 目的格フォーカス以外

完了 m　→　n　　　　　um 一in一／in一 一ir｝一／in一　　　＋　　　F．幣，

未完了 期　→　　n　　　　　um 一in一／in一 一in一／in一　　　＋　　　F．M．

未来 翔　　　　　，げ 一in β／　　　　F．M．

（搬ag一，

轤≠獅㊧黶C

Ma『，

氓≠汲∴黶C

ﾎaki一）

（一an，

沿黶C／ipag－

奄垂≠獅㊧黶C

奄汲∴黶C

垂≠㊧鼈黷£ﾓ）
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III． タガログ語の動詞分類

　王1．で述べた基準はタガログ語の動詞に特徴的な基準であるが、必ずしも意

味的に動詞であると考えられるものでもこの基準が当てはまらないものがある。

この基準が当てはまる動詞的な意味を持つものを本動詞とすると、上記の基準が

当てはまらないが、意味は動詞的である動詞群を、　「疑似動詞」　（Pseudoverb）と

呼び、そのグループに含まれるのが、gusto（好き）、ayaw（嫌い）；maaari，

p騨ede〈できる）；kailangan，　nais（必要がある）；鶏ay，搬ayroo箕くある）；

wala（ない）などである。

　アスペクトの変化の無い例としては，次のようなものがある。

　Walang　　　kOtSe　Si　£rneStO　　　ngayOn．

（ない÷L車　エルネストは今）”エノレネストは・纏がない・む

　Walang　　　｝（Otse　si　Ernesto　　　籍oon．

　（ない凡車　 エルネストはかって）”エルネストは、かって車がなかった。

　1￥ala韮g　　　kotse　si　Ernesto　　　bukas．

　（ない凡車　　エルネストは明日）　”エルネストは、明日車が無いだろう。”

May

（ある

May

（ある

May

（ある

trabaho　siya　　　　　　ngayo琵．

仕事　　彼（女）は今）　　　”彼（女）は、今、仕事がある。帥

trabaho　siya　　　　　　　noo琵．

仕事　彼（女）はかって）”彼（女）は、かって、仕事があった。”

trabaho　siya　　　　　　　bukas．

仕事　　彼（女）は明ED”彼（女）は、明日、仕事があるだろう。”
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Gusto　　　ko　　　iyon　　　ngayon．

（好き私あれ今）　　”私は、あれが今欲しい。”

Gusto　ko　iyon　noon．

（好き私あれかって）　”私は、あれがかって欲しかった。”

Gusto　　　ko　　　iyon　　　bukas．

（好き　私　　あれ　　今）　　　　　”私は、あれが明日欲しくなるだろう。

Kailanga籍　ko　iyon　　　員gayon。

（必要　　　私　あれ　今）　　　　　”私は、今あれが必要だ。”

Kailangan　ko　iyon　　　noon．

（必要　　　私　あれ　かって）　　　齢私は、かつてあれが必要だった。”

Kailanga罰　ko　iyon　　　bukas．

（必要　　　私　あれ　明日）　　　　”私は、明日あれが必要であろう。”

Maaaring

（出来る）

　　　　　　konduktor　si　Antonio　ngayon．　　”アントニオは、今、指揮者

　　　　　　（指揮者　　　　アントニオ　　今／今日）　　　　　　になれる。”

｝）uwedeng

（出来る）

Maaariτlg

（出来る）

　　　　　　konduktQr　si　Antonio　noon．　　　”アントニオは、かって指揮者

　　　　　　（指揮者　　　　アントニオ　かって）　　　　　　　なれた。”

PuwedeR9

（出来る）
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Maaaring

（出来る）

konduk亀or　si　Anton・io　麦）u｝（as．

（指揮者　　　　アン1ニオ　明日）

”アントニオは、明日指揮者

　　　　なれるだろう。”

Pu響edeng

（出来る）

のように明かに過去を表現する副詞を付加しても、　「疑似動詞」自体の変化はな

い。

　上記のもののうちで「出来る」（puwede，　maaari）等は、可能を表現するma一、

maka一という接辞を動詞語根に付加すれば、同じ意味が表現出来る。その場

合は、フォーカスによる変化もアスペクトの変化もある。

Puwede

（出来る）

Maaari

（出来る）

siyang　　　　　ku撮ain　ng　擶angga．

（彼（女）＋L食べたを　マンゴ）

”私は、マンゴを食べることができた。”

という文章も

Nakakain　　　　siya　　　　　　　ng　粗angga．

（食べられた彼（女）はをマンゴ）

”彼く女）は、マンゴを食べられた。”
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　　Na｝（a｝くakain　　siya　　　　　　ng　礒an99a．

　　（食べられる彼（女）はをマンゴ）

　　”彼（女）は、マンゴを食べられる。”

　　Makakakain　　　　　　　　siya　　　　　　ng　期angga．

　　（食べられるだろう　彼（女）はを　マンゴ）

　　　”彼（女）は、マンゴを食べられる。”

　本動詞のフォーカスの変化は、名詞句をANGクラスにして動詞にどの格／名
詞句が取り出されたかを示す囎が付力。されるというこ｝2であるが、「融動詞」

の場合には、名詞句に関する変化はあるが、　「擬似動詞」自体の変化はない。

　Gusto　　　　　ni　Pedro　　　ng　lapis．

　〈欲しい　　　ペドロ　　鉛筆〉

　　”ペドロは、　（どんな形の物でも）鉛筆が欲しい。”

　Gusto　　　　ni　Pedro　　　ang　lapis．

　（欲しい　　ペドロ　　は　鉛筆）

　　”ペドロが、その鉛筆は欲しい。”

　Gusto　　　　　　ng　lap三s　　　si　Pedro．

　（欲しい　　　　鉛筆　　ペドロは）

　　”ペドロは、鉛筆が欲しい。”

　Gusto　　　ni　Pe（iro　ang　titser．

　（好き　　　ペドロ　　先生〉

　　”ペドロは、その先生は好きである。”
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Gusto　ni　Pedro　sa　titser．

（好き　　ペドロ　その先生）

”ペドロは、その先生は好きである。”

　上記の例文を見てもわかるように、名詞句の主題化の変化は起こすが、動詞自

体の変化は、何もなく、名詞句の変化のみで「主題」を表現するという日本語の

「は」の規則と非常に似通っている。

IV．　他のフィリピン・台湾諸語のアスペクトとテンス

　フィリピン・台湾諸語すべてに完了・未完了・未来という3種の形式が存在す

るとは限らないし、アスペクトだけではなくテンスの体系を持つ言語もある。

　一般的にフィリピン・台湾の言語は、確かにアスペクト体系のみを持つ言語が

大半である。そして、その対立は、完了（行為が終わった）：未完了（行為が継

続中）の対立が主であり、未来形（これから行う予定、また、仮定的な行為）は、

必ずしも持っていない言語が多い。また、タガログ語で共通してみられる音節重

複をアスペクトの変化を示すためには使わない言語もある。

　アスペクトの変化の形式としては、タガログ語タイプの言語、すなわち、

1．　音節重複

2．　m　→　n　の変化

3．　i難一たi飴／づnの使用

という変化を起こし、それも、

主格フォーカス

m－nの音変化

音節重複
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　　　その他の格のフォーカス

　　　　　　　　　　　　　in／ni　の付加

　　　　　　　　　　　　　音節重複

と分けられるタイプがある一方、主格フォーカスと他の格のフォーカスとのグル

ープにならず、共通に

　　　　　　　　　　　　　iれ／甫　の付加

　　　　　　　　　　　　　（音節重複）

という形の変化でアスペクトの変化が行われる。

　たとえば、台湾のヤミ語では

　Nikoman　si　猷apapo　so　轡akay．

　（食べた　　マパポを　さつまいも）

　　”マパポは、さつまいもを食べた。”

　Yako痢an　　　　　 si　Mapapo　sc　wakay．

　（食べている　　マパポをさつまいも）

　　”マパポは、さつまいもを（今）食べている（ところです）。”

となり、また、同じ言語に属するが、フィリピン側のイヴァタン語の南方言では、

　GoInintOs　　o　　　nyoy　do　oho　na．

　（落ちた　　は　椰子へ頭　彼（女）の）

　”椰子が、彼（女）の頭に落ちた。”

のように、一〇甑という主格フォーカスを表す接中辞と一i律またはni一というアスペ

クト／目的格フォーカスを示す接辞を使う場合もある。また、ヤミ語では、神話

やおとぎ話しなどの特殊な場合には、動詞の変化がまったく無く、副詞的な語彙
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を使って、動詞自体の変化は重要視されてはいない。たとえば、

Tay〈to）　ako　　　ko茎nan．

（いる　私は　食べる） 帥私は、　（今）食べている。”

Teyka　　　rana　ako　ko盤R．　　”私は、食べ終わった。”

〈終わった　すでに私は　食べる）

のようにtayto（一している）、teyka（一してしまった）という副詞を使ってい

る。

　以上のことから、タガログ語や他の言語の現蒙を見てみると、in／虚という接頭

辞が非常に重要な役をなしていて、m→nという変化もヤミ語やイヴァタン語

南方言からもわかるように、in／nlが関与しているようであり、　inが目的格フォー

カスにタガログ語では使われることやアスペクトを示すマーカーになるというこ

とは、　「目的格フォーカス」の意味形態と「完了」、すなわち、　「終わってしま

った」という意味との間に何か関係があるように思われる。そして、類型論的に

は「完了」を表現する接辞と目的格フォーカスの接辞の同一性は、能格的な構造

を彷彿とさせるものがある。

　一方、フィリピン・台湾諸語の中でテンスの体系を持たない言語ばかりではな

い。セブアノ1語では、テンスとして　Past（過去）＝Future　（未来）の

対立と完了（P疑nctua1）：未完了（Durative）の二つの体系の

コンビネーションがある。

　セブアノ語のテンス・アスペクトの体系は、フィリピン・台湾諸語では非常に

例外的な体系を持つ言語であると考えられ、以下に示すように、基本的なアスペ

クトの体系に、特別なテンスを表現する方法を作りだしたことにその特徴がある。

　セブアノ語のアスペクト・テンスの特徴は、完了、未完了のアスペクトの対立

は、他のフィリピン・台湾諸語と同じような規則を使っているが、テンスに関し

ては、異なる接辞をテンス用に当てはめて使っているということである。
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Future Past

SubjectiYe

FOCUS

Punctua1 皿u　
　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

c1一，　n1『，　nlng『，　凱1ng一

Dura宅ive 類ag｝，　斑aga一 れag　，　　naga一，　　ga一

Objective　　Focus

Pu登ctua1 一un
　●
X1㎜

Durative pag一疑n
　■

X1na㎜

Locative　　　Focus

Punctua1 　an
　●

X1－an

Durative pag－an 　0
X1Ra…　一an

lRstru臓enta1

Focus

Punctua1 ．1一 　●

X1一an

Dura℃ive 01ga一 　●

X1na一

（Wolf（1972）、より）

V． 副詞とアスペクト

　いくら文法形式でテンスがないといっても、言語の発話で過去に関する情報を

盛り込むまなければ、我々は言語生活に不便を感じる。テンスの体系のない言語

の場合は、過去、現在、　（未来）を表現するために副詞を使うのである。タガロ
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グ語でいわゆる副詞と考えられているものは、2種類に分けられるれる。文のな

かで置かれる位置が非常に問題になる小詞（particle）とその位置が問題になら

ない純粋の副詞である。

　小詞のグループに属するものは、副詞だけではなく、代名詞も含まれる。その
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13）
なかで時間と関係ある副詞は、

na

pa

すでに、もう

まだ、

だけである。しかし、日本語の訳がすべてのタガログ語の「na」、　「pa」の

意味範囲と一致しないし、あらゆるアスペクトとともに「na」、　「pa」は、

使われいろいろと意味の変化をする。

・完了

Ku！駐ain　　　　na　　　ako．

（食べた　もう私は〉

　”私は、もう食べてしまいました。）

？Kumain　　　pa　　　akO．

（食べた　まだ私は）

・未完了

Ku窺akaiR　　　　na　　　ako．

（食べているもう私は）

　”私は、今食べています。”
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KuI謎akain　　　　　pa　　　ako．

（食べているまだ私は）

　”私は、まだ食べています。”

・未来形

？零Kakain　　　　　　　　　　r茎a　　　 ako．

　（食べるだろうもう私は）

kakain　　　　　　　　　pa　　ako．

〈食べるだろうまだ私は）

　”まだ、食べるつもりです。”

・命令形

Ku蒲ain　　　　　　　ka　　　　　na．

（食べなさいお前　　もう）

　”食べてしまいなさい。”

Ku茎nain　　　　　　　ka　　　　　　pa．

（食べなさいお前　　もう）

　”もっと／まだたべなさい。”

この「na」、　「pa」の意味範囲を考えると、

n　a
1．

2，

3．

終わってしまった

今まだ続いているが、将来的には続ける予定がない。

または、過去の出来事の結果が現在まで続いている。

一75一



pa：　1。　現在まで続いていて、将来的にも続ける予定。

　　　　2．　これから行う予定。

図式化すると次のようになる。

n　a

pa

一方、時間と関係する一般的な副詞は、語順の問題はなくなる。

・　kamakalawa：　一昨日

　Pu獅unta　　　ako　　　sa　　　TOkyo　kamakalaw．

　〈行った　私は　へ　東京　一昨日）

　　”一昨日、私は、東京へ行った。”
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・　kahapon：　昨日

Pu田unta　　ako　　　sa　Tokyo　kahapon．

（行った　私は　へ　東京　昨日）

”昨日、私は東京に行った。”

・　kagabi：　昨晩

Pumunta　ako　sa　Tokyo　kagabi．

（行った　私は　へ　　東京　　昨晩）

”昨晩、私は東京へ行った。”

・　ngayon：　今日、今

Pu鶴unta

（行った）

Pumupunta

（行っている

Pupunta

（行くだろう）

Siya　　Sa　TOkyO　ngayOn．

彼（女）へ東京　今／今ED

”彼（女）は、東京に今日行った。”

”彼（女）は、今／今日東京に行っている。”

”彼（女）は、今日東京に行くだろう。”

・　bukas：　明日

PupuRta　akO　　　sa　To｝くyo　　　bukas．

（行くだろう　へ　東京　　明日）

”私は、今日東京へ行くだろう。”
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●　　noon かって

Pu鶏unta

（行った）

Pu矯upunta

（行っていた）

ako　　　　　sa　TokyO　　　noon．

（私は　　へ東京　　かつて）

”私は、かって東京に行った。”

”私は、かって東京に行っていた。”

・　ka籔ina：　さっき

Pu臓unta　　ako　　　sa　　Tokyo　kanina．

（行った　私は　へ　東京　さっき）

　”私は、さっき東京に行った。”

・　組a煕ya：　後で

Pupunta　　　　　　　ako　　　sa　Tokyo　　　職amaya．

（行くだろう　私は　へ　東京　後で）

　”私は、あとで東京に行くだろう。“
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●　nang　Lingo：　（日曜日）に

　　　　　　　　　nagtrabaho

　　　　　　　　　（仕事した）

　B・kit・iy・　・agt・t・ab・h・　　　na・g　Lh9。？

　（なぜ　彼（女）　（仕事をしている）　　（に　日曜日）

　　　　　　　　　magtatrabaho

　　　　　　　　　（仕事をするだろう）

撃兼｣1・・

　noong　Lhgo：　前の（日曜日）に

　Pu韮nunta　　　ako　　　sa　Tokyo　noong　Lingo．

　（行った　私は　へ東京　前の　EI曜日）

　”私は、この前の日曜日東京へ行った。”

　sa　LingO：（次の）日曜日に

　Pumupunta

　（行っている）

　　　　　　　　　ako　sa　Tokyo　sa　Lingo．

　　　　　　　　　（私は　へ東京　次の日曜日）

　Pupunta

　（行くだろう）

o：：：∴
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短nsan：　かって、一度

Nagbakasyon　si　　Pedro賛9　　1ninsan　sa　I3aguio，

（休暇をとった　　ペドロは一度　　ヘ　バギオ）

”ペドロは、かってバギオで休暇をとった。”

揃adalas：　しばしば

palagi：　いつも

Nagbakasyon　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鷺1adalas

（休暇をとった　　　　　　　　　しばしば）

　　　　　　　　　　si　Pedrong　　　　　　　　　　　　　　　　　sa

　　　　　　　　　　（ペドロは　　　　　　　　　で

NagbabakasyOn　　　　　　　　　　　　　　　　palagi

（休暇をとっている　　　　　　　いつも）

”ペドロは、

hanggang：　まで

Tumira　　　ako　　roon　　　ha貧99ang　1988．

（住んだ　私はあそこまで）

”わたしは、1988年まであそこに住んだ。”

MagtatrabahO　　　　　　 siya　　　　　hanggang　sa　L纏nes．

〈仕事をするだろう彼（女）まで　　 月曜日）

”彼（女）は、月曜日まで仕事をするだろう。”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Baguio，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バギオ）

しばしば／いつもバギオで休暇をとって ﾁ：：
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buhat／腿1a／u即isa：　から、以来

Nag－aral

（勉強した）

Nag－aaral　　　　　　　　　sila　buhat／韮nula／u組pisa　（nang）　alas　otso．

（勉強している）　彼ら　　から　　　　　　　　時　　8）

Mag－aara1

（勉強するだろう）

kaha－kahapon：　ちょうど昨Ei

Kaha－kahapoR　　　lang　　　ay　pun｝unta　ako　　　sa　To｝くyO．

（ちょうど昨日　ほんの　　行った　私は　へ　東京）

　”ちょうど昨日、私は、東京に行った。”

kani－kanina：　ほんのちょっと前

Karli－kanina　　　　la礒aれg　ay　pu斜unta　siya　　　　 sa　Tokyo，

（ちょっとまえほんの　行った彼（女）へ東京へ）

　”ちょっと前に彼（女）は東京に行った。”

　ngayo一ngayOn：たった今

醤gayon－ngayan　lamang　　natapOs　　　ang　1ni℃ing．

（たった今　　　ほんの　終わった　は　会合）

”たった今会合が終わったところだ。”
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・　聡ya咽aya：　すぐに、すぐ後で

　Aa1圭s　　　　　ako　組aya咽aya／搬a田aya．

　（出発するだろう　私は　すぐ後に）

　”私は、すぐ後に出発するだろう。”

　以上のような時間に関する副詞は、それ自体の持つ意味的な制限は無いが、原

則的には完了、未完了、未来との結合の可能性はある。

　副詞というものは、句であらわれる場合だけではなく、文であらわれる場合も

ある。

・　kung：　もし、一とき

　　KURg　　　papayagan　　　　　　　Siya　　　　　ng　Nanay，

　　（もし　許可するだろう　彼（女）　　母

　　　　　　　　　　　　　　　pupunta　　　　　siya　　　　　sa　　　｝頭ayn三1a．

　　　　　　　　　　　　　　　行くだろう彼（女）　ヘマニラ）

　　”もし、母親が彼（女）に許可を与えるならば、

　　　　　　　　　　　　　彼（女）は、マニラへ行くだろう。”

’kapag：　もし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kapag

　　Hi轟di　　ako　　　tutugtog　　　　　　　ng　PiyanO，　　　　　　　　　　natutulog　ang　Ta毛ay．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kung

　　（ない　私は　演奏するだろうをピアノ　もし　　寝ている　　　父）

　　　”もし、父親が寝ているならば、私は、ピアノを弾かない。”
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（Ka）pag（ka）nakita　　ko　siya，

（もし　　見た／会った私彼（女）

　　　　　　sasabihin　　ko　　sa　kaRiya　　　ang　nangyari．

　　　　　　言うだろう私に彼（女）　出来事）

　”もし、彼（女）にあったら、その出来事を彼（女）に話すだろう。

Bumili　　　　　　　ka　　　　　ng　gatas，

（買いなさい　おまえを　ミルク

　　　　　　　　　　　（ka）pa（ka）nagPunta　ka　　sa　palengke．

　　　　　　　　　　　　もし　　　行った　　おまえへ　市場）

　”もし、市場に行ったなら、ミルクを買いなさい。”

bagO：　まえに

　　　　　　　騰ag－ara1

　　　　　　　（勉強する（基本形））

Bago　siya　　　　　　　　　　　　　ng　liksyO飛，

（前に彼（女）　　　　　　　　　　　　　　をレッスン

　　　　　　　nag－aara1

　　　　　　　（勉強している）

　　　　　　　　　　　　　nagbabasa　　muna　　　　　siya　　　ng　dyaryO．

　　　　　　　　　　　　（読んでいるともかく彼（女）　を　新聞）

”彼（女）は、レッスンを勉強する前に、新聞を読んでいる。”

BagO　　　natulog　ang　mga　bata，　u構inom　sila　　　ng　gatas，

　（前に寝た　　は　達　子供　飲んだ彼らはを　ミルク）

　”寝る前に子供達は、ミルクを飲んでいる。”
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matapos／pagakatapos：後で

U、，i　　，at、p。∴na）b、，a酬，iy、）

（帰るだろう　　　　　後で　　　　　　読む）

Umuuwi　　　　　　na　siya

（帰っている

U鐵u響i　　　　　　　　　　　　　　　PagkataPos　niyang　　　　　basahin

（帰る（基本形）　　　後で　　　彼（女）＋L読む）

　”手紙を読んだ後で、彼（女）は、　帰るだろう。”

haba／hangga’t：　一している間

Habang　　　nagtatrabaho　si　Juan，　umaa脚it　siya．

〈間に　　働いている　　フアン　歌っている）

　”フアンは、働いている間、歌っている。”

hangang：　一まで

Hanggang　magkaroon　　din　　　sila　　　ng　sariling　bahay，

　（まで　　得る　　　また　彼ら　　　自分の　　家）

　　　　（基本形）　　　tu櫃ra

　　　　　　　　　　　（住んだ）

　　　　　　　　　　　〈tu組itira　　　　sila　sa　a痢in．

　　　　　　　　　　　（住んでいた　彼らに我々）

　　　　　　　　　　　　titira

　　　　　　　　　　　（住むだろう）
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ang　mga　sulat．

　　pL手紙）



　　　”彼らも、自分の家を手に入れるまでは、我々と噌緒に

　　　　　　　　　　　　　住んでいた。”

　　　　　　　　　　　　　住んでいる。”

　　　　　　　　　　　　　住んでいるだろう。”

・　ngayon　at／ngayong：　一してしまった今

Ma｝（akatu三〇ng　　　貸a

（助けることが　しまう

　出来るだろう

　　　　　ngayan　at

siya
彼（女）’

　　　　　ngayong

　　　　　今では

　　　　　　　siya

　た

　ている

　ようとしている

　　　　彼（女）

　　　　　　》

　　助ける事が出来るだろう。
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nagsi鵬Ula，

始めた）

nagsisi餓し！1a，

始めている）

礒agsisi罫1ula，

始めるだろう）

れg　paggawa．

を仕事）

今、



tuwi：　一するときは、いつも

　　　　　　　　nakikita

　　　　　　　　（見ている）

Tuwing　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ko　　　iyon，　naaalala　ko　sila．

（時はいっでも　　　私あれ思い出す私彼ら）
　　　　　　　　盲1akikita

　　　　　　　　（見るだろう）

”あれを、見ると、いつも私は彼らを思い出す。”

magbuhat：　以来

　　　　　　　　　礪a孤atay

　　　　　　　　　（死ぬ（基本形））

　（Mag）buhat　魏ang　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ang　asawa　　　　　niya，

　（以来　　　　　　　　　　　　　　　　　連れ合い　彼（女）

　　　　　　　　　nama℃ay

　　　　　　　　　（死んだ）

　　　　　　　　　　　hiRdi　na　　　siya　　　　　nakagawa　ng　trabaho．

　　　　　　　　　　　無いもう彼（女）　した　　を仕事）

　”彼（女）の連れ合いが死んでから、彼（女）は、もう仕事をしない。

nang：　一するとすぐ

Nang　　　　　　　　　 醗akita　　　　　　　　　　　　　ko　siya，

（するとすぐに見られる（基本形）私彼（女）が

　　　　　　　　　　　　　　　筑akilala　　kO　siya　　　　agad．

　　　　　　　　　　　　　　　わかった私彼（女）すぐに）
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”私が彼（女）を見たとき、すぐに彼女である事がわかった。”

Naag　nagtatrabaho　　　siya　　　　　sa　pabrika，　malaki　ang　＄響eldo　niya．

（時働いているとき彼（女）で工場　 大きいは月給彼（女）の）

”工場で働いているときには、彼（女）の月給は多かった。”

Nang　aaまis　　　　　　　na　　　ako，　tina轡ag　niya　　　　　akO．

（時出るだろうもう私訪れた彼（女）私）

”私が出発するときに、彼が私を訪問した。”

VI．　BE動詞的表現

　　英語などでは、形式的には現在、過去、そして、完了、未完了の存在動詞が

ある。

am　a　stedent．

was　a　student．

will　be　a　student．

have　been　a　atudent．

had　been　a　student，

また、日本語でも

のようにく完了）、過去、現在、　（未完了）、未来のような存在動詞のテンス

・アスペクトの変化がある。しかし、タガログ語を含むフィリピン・台湾諸語に
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おいては共通して、英語のBE動詞にあたるコピュラ動詞がない。大体が語順で決

定されるが、形容詞などの場合には、Linkerの有無が、句であるか、文であるか

を見分ける基準となる。たとえば

赤い花は aれ9　　　茎）ulang　　bulak王ak

は赤い＋L花

ang　　bulaklak　エL旦．　　pula

は　　花　　　L　赤い

であるのに対して

　　花は赤い。　Pula　ang　bulaklak

　　　　　　　　赤い　は　　花

また、主題を強調すると

　　Ang　bulaklak　ay　pula．

　　（は花　　赤い）

となる。ここでは、「ay」という単語が一見BE動詞的な要素持っているように思

えるが、

Ku鴉ain　　　　　akO．

（食べた　私は） ”私は、食べた。”

の「私」を強調すると

AkO　ay　ku鶏ain．
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となる。そこで、アスペクトの問題であるが、Be動詞の表現はその意味からアス

ペクト的には状態、すなわち、未完三吟意味あいを持つものであり、もし、過去

であれば過去の未完小形となる。それゆえ、ここで問題になるのは、現在か、過

去かという問題である。

Sa　　　Tokyo　　si　Tentay．

（に　東京　　　テンタイ）

εstudyante　　　siya．

（学生　　　彼）

”テ別は’東京にい o1：：

衡学生 `蕊．

Maganda　siya．

（美しい　彼（女） ”彼（女）は’美し o∴．．

上記の文章を「今」・「今日」という部分を強調すると

Sa　　　TOkyo　　si　Tentay　　　　ngayon．

〈に　東京　　　テンタイ　今／今日）

”テンタイは、今／今日東京にいる。”

Es℃udyante　siya　　　　　ngayon．

（学生　　　彼（女）　今／今日）

　”彼（女）は、今、学生である。”

Maganda　　　siya　　　　　ngayon．

（美しい　彼（女〉　今・今日）

　”今・今日、彼（女）は美しい。”
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となるし、過去を強調すると

　　　Sa　　　TokyO　　si　Ten亀ay　　　　穀oon．

　　　（に　東京　　　テンタイ　かつて）

　　　”テンタイは、かって東京にいた。”

　　　Estudyante　s呈ya　　　　　noon．

　　　（学生　　　彼（女）　かって）

　　　”彼（女）は、かって学生だった。”

　　　餓aganda　　　siya　　　　　　noon．

　　（美しい　彼（女）　　かつて）

　　　”彼（女）は、かって美しかった。”

となり、副詞の部分だけが過去であるか、現在であるかを示す。

　また、強調の形でも同じである。

ﾗ）・テンタイは一い㍍・

　　　　　　　　　　　　　　（かつて）　　”テンタイは勝手東京にいた。”

　　　　　　　　　　　　　　（かって）　”彼（女）は、かって学生だった。”

一90一



　　　　　　　　　　　　　　（かって）　”彼（女）は、かって美しかった。”

となる。また、副詞の部分と主語を強調すると、次のようになる。

　　　Bukas　ay　ka掛i　　　　ay　pupunta　　　　　sa　Laoa9．

　　　（明日　　我々は　　行くだろう　ヘラワッグ）

　　　”明日は、我々はラワッグへ行くだろう。）

　この事から「ay」は、論理的な関係を示すのではなく、強調していることを示

すもので、動詞的な要素は含まない。また、　「ay」とポーズとは、交換可能なも

のである。

　　　8ukas，　kaIni，　pupu難ta　sa　Laoag．

VII．　仮定法とアスペクト

　次にテンス・アスペクトでヨーロッパの言語で問題になる仮定法、または、接

続法の問題である。英語やドイツ語の接続法は、基本的にはテンスを一つ前のも

のを使い、その中で過去を表現する場合には完了形を使う。しかし、日本語の場

合は、

もし一っていたら嵐
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ように、従属節は過去の「た」を使い、主節のほうで過去形を使い過去の仮定を、

現在形を使い、現在の仮定を示す。また、　「もし」という接続詞と動詞の変化だ

けではなく「ならば」と「のに」というものに頼って仮定の表現をしている。

　これと同じようにタガログ語でも仮定法の形は、動詞に頼るのではなく、もし

「kung」という接続詞と「sana」という仮定を表現する小詞を使う。

Kung　　　ibon　lang　　　sana　ako，　　礒akakalipa（i　　ako　　sa　　　iyo．

（もし　鳥　　ただ　　　　私は　飛べるだろう私はへ　あなた）

”もし、私が鳥だったならば、

　　　　　　　　　　　あなたの所に飛んで行くことができるのに。”

Kung　　　ibon　lang　　　sana　ako，　nakaliPad　ako　　sa　　　lyo。

（もし　鳥　ただ　　　　私は　飛べた　私はへ　あなた）

”もし、私が鳥だったならば、あなたの所に飛んで行くことができたのに。”

Gu斑aling　　　　ka　　　　　sana　aga（i　　　i（u筑g　ininoln　蹴。　　　　　an9　9amot　na　itO．

（良くなったおまえ　　　すぐにもし飲んだおまえ　　薬　　L　この）

　”もし、この薬を飲んでいたら、すぐに良ぐなったのに。”

Kung　　　naging　Propescr　lang　　　sana　ako，

（もし　なった　教授　　ただ　　　　私は

　　　　　　　　　　　　pinag－aralan　ko　sana　ang　Problema．

　　　　　　　　　　　　勉強した　　　私　　　は　問題　）

　”もし、教授だったらば、私は、その問題を研究できたのに。”
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また、未来形の仮定法は

Kung　　　aalis　　　　　　　　　　ako　　　bukas，

（もし出発するだろう　私は　明日

　　　　　　binabalot　　　ko　sana　a貌g　aking　kagamitan　ngayon．

　　　　　　詰めるだろう私　　　は　私の　物　　　　今日）

　”もし、明日出発するならば、今日私は、自分の物を詰めていたのに。”

　このように仮定的な表現は、従属節は、完了（過去の仮定）、未完了（現在の

仮定）、未来（未来の仮定〉を使い、主節の方は、未完了、または、完了形を使

う。

［注］

1）　　最初は、Pilipinoと呼ばれていたが、憲法の規定の変更でFilipinoになつ

　　た。しかし、タガログ語には”f”という音韻はない。

2＞　　もともとは、インドネシアのテルナーテ島でポルトガル支配のときに出来

　　上がったピジン（混成語）を使う人たちがフィリピンのマニラ近辺に移住し

　　たことで出来上がった言語である。詳しくは，Whinれom（1956））を参照。

3） 　タガログ語は、かってはインド系の文字を使っていたが、現在ではヨーロ

ッパ系のアルファベットを使っている。ただ、違うのは　a，bジkという

。．の位置にkが来るのと、ng［0］をひとつの文字として考え、1，　m，　n，

のあとにng［o］を置く。

a，　b，　k，　d，　e，　f，　g，　h，　i，　」，　1，　恥，　n，

ng，　O，　P，　q，　r，　S，　t，　U，　V，　耀，　X，　y，　Z
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4）　　正書法としては、属格・目的格の［nao］は、省略形のngを使う。

5）　　正書法では、［gi］と［g？i］を区別するために後者の場合に㌧”を”g”と”i”の

　　間に挿入する。

6）　　動詞の接辞としては、所格（Locative）フォーカスと同じであるが、非フ

　　ォーカス化の前置詞としては”tungkol　sa”を使うので別のフォーカスをた

　　てた。

7）　　この単語の語根は”kalaka1”で、　mang一の影響で前鼻音化して預angalaka1に

　　なった。

8）　　1，y，　r，（のなどで始まる単語の場合には、接中辞の一irでも接頭辞の

　　Ri一を使っても良い。接頭辞のiR一は、母音始まりの場合だけ使う◎

　　　niluto　　 ～　　　1irしUlto

9）　8）と同様に前鼻音化をおこしたもの。語根は、b舖gka。

10）　8）と同様に前鼻音化をおこしたもの。語根は、pasya1。

11）　Lは、Llnkerを示す。

12）　森口（1985）を参照。
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13）小詞として取り扱われるものは、

1．　代名詞（一音節）：　kO（一人称単数），脈○（二人称単数，　ka（二人称単数）

B．　副詞（一音節）　：　nga（まさしく），pa（まだ），na（もう），

　　　　　　　　　　　　鶴an（もまた），1ang（ただ、たった），d鯉（らしい）

HI，副詞（二音節）　：鰍na（まず），n翻an（あらためて），kasi（だから），

　　　　　　　　　　　　pala（そこで），・・…

IV．　代名詞（二音節）：　akO（一人称単数），tayo（一人称複数），

　　　　　　　　　　　　siya（三人称単数〉，・・…

　　これらの小詞は、文の意味の結合と関係無く、必ず文頭の単語の次に置

　かれ、そして、その中にも次のような順番の規則がある。

　　　　単語一1一II－III一夏V－Li・k・F

　たとえば、

　　　Maganda　siyang　　　　babae．

　　　（美しい彼（女）＋L女）

　　　”彼（女）は、美しい女性である。）

　のように意味的には撤agand＋babaeであるが、この小詞の規則により前に出て

　　　　　　　　　　美しい　　女

　来る。
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朝鮮語における過去の出来事を表す表現

生越直樹

＜目次＞

1．本稿の目的

2．朝鮮語のテンポラリティーの表現手段

　2．1　用言の形態

　2．2　時間副詞・時間名詞

3．過去の出来事を表す表現

　3．1　考察の対象

　3．2　銀’essチ形

　　3．2。1　望’ess形の二つの用法

　　3．2．2　現在と切り離されたもの

　　3．2．3　現在と結びついているもの

　　3．2．4　問題となる用法

4．鶉緊’ess’ess形

5．じおe形

6。銀じヤessde形

7．非過去形

おわりに

1．本稿の目的

　本稿は、朝鮮語において過去の出来事がどのような表現で表されるのか、その

表現のリストを提示しようとするものである。ここで言う過去とは、テンポラリ

ティーの過去をさす。テンポラリティーとは、工藤（1992a）に従えば、「文によ

ってある出来事を伝えようとする場合、その出来事の成立時間をなんらかのかた
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ちで表す必要が生じうるが・この文レベルのく出来事の時間的位置づけ（time　re－

ference）〉に関わる機能・意味的カテゴリー」である。■）　テンポラリティーは、

文法的（形態論的）カテゴリーとしてのテンスとは区別される。これまで朝鮮語

のテンス、あるいはテンスに関わると思われる諸形態の研究は、数多くなされて

いる。しかしながら、テンポラリティーという概念のもとで朝鮮語の表現を分析

した例は、著者の調べた限りでは、これまでのところなさそうである。テンポラ

リティーという全ての言語に通じる概念をもとにすることにより、その分析結果

は、朝鮮語自体の時聞表現を考える材料となるだけでなく、他の言語との比較対

照、あるいは言語における時間表現のあり方を考える材料にもなるであろう。

2．朝鮮語のテンポラリティーの表現手段

　朝鮮語のテンポラリティーの表現手段は、基本的には日本語と同じである。つ

まり、テンポラリティーは基本的に用言の形態的対立によって表され、補助的な

ものとして時間副詞・時間名詞が用いられる。用言の形態は、文法的（形態論的）

で義務的な問題であり、時間副詞・時間名詞は語彙的で任意的な問題である。こ

の用言の形態素対立を文法的カテゴリーとしてのテンスと認めるか否かは、研究

者によって意見が分かれている。これまで様々な研究がなされてきているが、現

在のところ、朝鮮語のテンスについて定説とされるものはない。これまでの研究

の大まかな流れについては、伊藤（1989＞、高永根（1990）などに述べられており、

・ここでは詳しくは述べない。

　では、朝鮮語にテンポラリティーの表現手段としてどのようなものがあるか、

簡単に述べておくことにする。

2．1　用言の形態

　朝鮮語のテンポラリティーの表現手段のうち、まず用言の形態について見てい

く。朝鮮語の場合、文末と連体修飾節では用言のとる形態が異なる。本稿では、

考察の対象を基本的な構造を持つ文に限定したため、連体修飾節での用言の形態

は扱っていない。したがって、ここでの説明も文末の形態のみについて行い、連

体修飾節での形態については省略する。2）用言の文末の形態のうち、テンポラ

リティーに関係する形態としては、次のようなものがある。なお、例文の末尾に
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出典がないものは作例である。

　①用言（動詞、形容詞、存在詞、指定詞）の語幹＋接尾辞なし（φ）3）

　　　　　　　　　　一一一ここではこの形態を「非過去形」と呼ぶ（以下同じ）

　　〈現在、未来、意思などを表す〉

　（1）ユセ　叫望　oド習　哩｝告　　噌セ叫．

　　　9田一rlUn　1難ai’ir　’aci皿　pa【〕一’泪Ur　飛eg－nωnda　4）

　　　彼は　　毎日　朝　　パンを　食べる

②用言の語幹＋｛望’eSS｝　　一一一一「叙’eSS形」

　　〈過去、あるいは完了を表す〉

〈2＞ユ七き　　　63ヌ11　　哩｝暑　　　　唄「i竃：ミじ｝．

　　9【二一n繊11　’ejei　paτ〕一’Ulr　籍eg一’eSS－da

　　彼は　　昨日　パンを　食べた

③用言の語幹＋｛叙望’eSS’eSS｝　一一一「望叙’eSS’eSS形」

　　〈現在結果が残っていない過去を表す〉

（3）祉唱Oll芒　　　　01妥Oll　冠量朗プレ　　瑚鶉銀叫。

　　jagny∂n一’e卜num　ikos一’ei　jindarra卜ga　pFess．ess－da

　　去年には　　　　ここに　　ツツジが　　　咲いていた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（今は咲いていない）

　菅野（1986）は、①の「非過去形」、②の「畷’ess形」、③「畷銀’ess’ess形」

（菅野（1986）はそれぞれを「非過去形」　「過去1形」　「過去2形」と呼んでいる）

をテンス形式と認めている。②の形については、時制（テンス）のほか、相（ア

スペクト）、あるいは時相（時制と相の混合概念）という概念で捉えようとする

立場もある。③の形については、多くの場合②の形と交替可能であることから二

次的な形態と見る立場もある。

④用言の語幹＋｛司de｝　　一一一一「目de形」

　　〈直接経験したことの回想を表す〉
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（4）・囲翔点せ冷感　　セ。1　皇目叫．

　’ejei　busan一’ei－n繊n　nUR一’i　’o－de－ra

　昨日　釜山では　　　雪が　　降ったよ

④の形については、これまで多くの研究がなされてきたが、いまだにはっきり

した位置付けがなされていない。

⑤用言の語幹＋｛裂geiSS｝　　一一一「裂geiSS形」

　　〈ある事が起こる蓋然性、意志を表す〉（未来を表すとする研究者もいる）

（5＞朗望丘．　BIフト皇裂亡ト．

　　nai’ir－do　bi－ga　’o－geiss－da

　　明日も　雨が　降るだろう

　⑤の形を未来テンスとみなす研究者もいるが、多くの研究者は⑤の形をムード

形式と見ており、朝鮮語には未来テンスはないと考えている。テンポラリティー

に関係する形態としては、①～⑤の形のほかに、②と④が一緒になった「～一敦

しやessdeつという形態もある。

　すでに述べたように、朝鮮語に文法的カテゴリーとしてのテンスが存在するの

か、存在するとすればそれにかかわる形態と体系はどのようなものであるのか、

といった問題については、今のところ研究者によっていろいろな立場がある。上

に挙げた形態のうちどれをテンス形式として認めるかもはっきりしない。伊藤（1

989）がすでに指摘しているが、そもそも、これまでの研究の多くは、用言の形態

の対立が何を意味するかという観点よりも、用言の諸形態から時制や相を表す形

態素を抽出し、その形態素の意味（意義素）を分析するという方法をとってきた。

つまり、「現在形」「敦’ess形」という捉え方ではなく、形態素｛φ、｝　（または

｛とn田｝）、　｛緊’eSS｝、　｛銀鼠’eSS’eSS｝などを抽出し、その形態素が時制を

表すのか、あるいは相、叙法を表すのか、あるいは時制と相を合わせ持つのかと

いった観点から論じられてきたのである。また、文末形だけでなく接続形、連体

形も含め、その形態素が含まれる形態すべてについて論じようとしており、その

ことが却って問題を複雑にしている。
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2．2　時間副詞・時間名詞

　すでに述べたように、朝鮮語では、時間副詞・時間名詞はテンポラリティーの

表現手段として任意的なものでしかない。この点は日本語の場合と同じであり、

時間副詞・時間名詞の用いられ方も日本語と極めて似ている。たとえば、前節で

挙げた例文（1）～（5）の叫望恥ai’ir（毎日）、叫摺’aci犠（朝）、明肉1’ejei（昨日）

、揖翌jagnyen（去年）、朗望nai’ir（明日）は時間名詞である。時間副詞とし

ては、叫〃γagga（さっき）、叫司’ajig（まだ）などがある。朝鮮語の時間副詞

・時間名詞の全体的な研究はほとんどなく、今後の課題である。

　以上見てきたように、朝鮮語においてテンポラリティーを決定するのは、主と

して用言の形態であり、本稿では、用言の形態を中心にして述べて行くことにす

る。

3．過去の出来事を表す表現

3．1　考察の対象

　過去の出来事を表す表現と言っても、実際には様々な要素が絡んでくる。今回

は考察の対象をできるだけ基本的な構造を持つ文に限定して行おうとした。その

ため、考察の対象としたのは、次のような条件の文である。

　・会話文（小説に出てくる会話文、ドラマの脚本）に限った。小説の地の文や

　　随筆の文は話者の時間的な軸の置き方が複雑になるので除外した。

　・発話時を時間の基準軸とする文ということで、対象を文末の形式に限り、接

　　続や連体の形式は除外した

　・推量、伝聞などモダリティーに関わる要素が付いた文は出来るだけ除いた。

　　ただし、二形を扱う関係で詠嘆形は対象に含めた。

　以上の条件で資料を収集した結果、考察の対象となる用言の形態としては次の

ようなものがあった。

　　1一蚊ess形

　　2一銀銀’ess’ess形

　　3一　目de形

　　4一一　望司’essde形（用言の語幹＋銀司’essde）

　　5一　非過去形
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上の形態のうち非過去形と銀’ess形の用法については、すでに伊藤（1989）、伊藤

（199◎）による詳しい分析がある。伊藤（1989）、伊藤（199◎）は、本稿と似た条件で

収集した資料をもとに、非過去形と敦’ess形の用法を詳しく分析し、かっ個々の

用法について豊富な用例を付けている。特に銀’ess形の場合、その主たる用法が

過去を表すものであるところがら、本稿の目指すところと重なる部分が多く、本

稿ではその分析結果、用例をかなり参考にした。

3。2　銀’ess形

3．2。1　銀’ess形の二つの用法

　まず、過去の出来事が銀’ess形によって表現される場合から見ていく。今回集

めた用例を見ると、過去の出来事を表す銀’ess形の用例は、大きく分けて次の二

つに分けられる。なお、形態素｛銀’ess｝は、前に来る用言によって一敦’ass一、

一望’ess一、一繋’yess一という異形態がある。したがって、銀’ess形の実際の形は

用言の語幹＋一獣’ass一、または一銀’ess一、一銀’yess一となる。用言の種類によっ

て語幹と｛ぐ）4杁｝が縮約されることがあるので、例文では縮約形の後ろに［］して

縮約される前の形を示すようにした。

i．その過去の出来事が勲一離惹れた形で把握されているもの

（6）司刈　舜し｝ヲ固　　鉄［皇鍛］国？　　　叫q，曽　獄L皇敦］㊦。

　’ejei　danaka－SSi’翼aSS［’0一’aSSFe　’a鷺i，’aガ響aSS［’O一’aSSFe層

　昨日　田中さん　　来た？　　　　　　　いや、来なかった。

∬．その過去の出来事力壌翻総窺形で把握されているもの

（7）叫し｝ヲ｝列　望凋　　：鉄［皇，麟1司？　　oトし1，0ト揖　曽　鉄［皇鍛］司．

　danaka－ssi　bersse　夢轡ass［’o一’ass］一’a　’a貸i，’ajig　’an　’響ass［’o一’ass］一’e

　田中さん　もう　来た？　　　　　　いや、まだ　来ていない。

　この二つの用法には形態上の差がなく、その違いは文脈等によって判断される。

伊藤（1990＞は、1の用法を「相対的に現在に影響を与えていない過去のことがら」

を表すもの、Hの用法を「過去の動きや変化の結果が現在に影響を及ぼしている
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もの」とし、1の望’eSS形は緊繋’eSS’eSS形と交替可能であるのに対し、　Rの緊

’eSS形は寝仏’eSS’eSS形と交替不可能であることを指摘している。銀’eSS形と緊

銀’eSS’eSS形の交替可能性によるテストは、1、Hを区別するうえで大変有効だ

と思われる。しかしながら、伊藤（1990）も述べているように、二つの形が交替可

能か否か微妙な場合もあり、1とHの用法ははっきり区別できるものではない。

従来の研究では、1の用法を過去、Hの用法を完了とみなすことが多く、このよ

うな用法の違いがあることが、形態素｛蚊ess｝に対する研究者の立場の違いを

うみだす原因となっている。S）

3．2．2　現在と切り離されたもの

　では、緊’ess形の亙、Hの用法について、用例を挙げながらもう少し詳しく述

べていくことにする。まず、夏の「過去の出来事が現在と切り離された形で把握

されている」場合の例を挙げる。用例の日本語訳はできるだけ直訳するようにし

た。日本語として不自然なときは括弧してより自然な日本語を付け加えた。

（8）目1，蓋戯＿鷺i菱し＿麗　　く目司早望〉誉謡1刈　く司週　フ腔1

　nei，　鳳ノ勲一　くnabi　t）u’in＞juζ〕一’eise　〈’e（i（ien　gai’i－n

　ええ、童叢＿演．奏会我＿驚鮭　　く蝶々夫人〉の中から　くある　晴れた

　せ〉含　暑強明豆」　〔霧〕

　nar＞’繊r　　bu】：・r－eSS一’e’yo

　日に〉を歌いました◎

（9）裏潅司　　暫望・湘冒　　　塾｝早取き◎1身

　’on職r　n8i　　　　　（iaI鼠’iI亘一se益saiと｝Ri搬　　搬aRna　　du　sigaa一’ina

　今日．おまえの担任の先生に　　　会って二時間ほど

　明フ穫抵当｝蜘叫．　〔♀〕

　’yaigihaiss［ha一’yess］一da

　話をした。

（10）ユ望ス1瞥　　刈ゼ　嘱望　　筈曽　唐望各　　さトゼ

　　9田reh－ji！糞an　je－nUln　han　dar　　doζゴan　ba擶’ir一’田r　ha－n繊R

　　けれども　　私は　一か月の間　　夜勤を　　する
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、

　．王噌磁暑ol　　　苦週刈　　暑

　johab’響en一（玉田r一’i　’ur一戦yense　t磁r

　組合員たちが　　泣きながら機械の間を　　走る

　目早　　 ズト苧　　 且鍛音q叫。　〔：スト琶〕

　ne搬u　　jaju　　bo／assノ田bnida

　あまりにしばしば見ました

（11）盈翌＿」一翻　　　6弓じ1　蟹杢？〔森〕」

　　趨丑鎗灘磁’edi　’iSS一’eSS－SO

　　出鉱璽＿＿餐滋　　　 どこにぬまし丞三？

（12）激ヌ1？　皇昔…・60噌誉日ドa金

　見ただろ　今日・…　60名編　お前の側は
（13）　「（）『匿髭｝丑し斗の．．．　ミユ「ミ芝｝　　ゴミユこ〒z一・モ蚕｝（）｝〈類し月ト　　ギー；≡…董二？」

　　　ほお一

　「づ回　　oト羊　 ：組禦［お1言ト銀］司．」　〔零〕

　　seis一’i’aju　cinhaiss［一ト’e

　　三入が　とても親しかったんだ

（14＞凶ト躰ト2：「三音薯滋比＿2し黒製。回

　　使用者2：「賃金は

王：碧州叫糾　　ス陪尋エ銀明豆．

　調整にしたがって支給して　います。」

　モト呈ヌト1　：　「望皇｝：揖（ヨ

　9臨roja1：’irbaむjeg一’i－n　’ins的ノ　”

　勤労者1：「一方的な

ズ回暑　明セ　　 ：1焚毫

sa’ 宴S田r　ddui一熈n　ges一’ur

　　　　　　　　　のを

　　　　　　　　　　　　　　　モ｝　さ｝し｝三　叡敦明．　〔♀〕

on鞭…6◎揃yeo　juo　nei－pyeR一婦n　dan　hana－do’ebs一’ess一’e

　　　　　　　　　　　　　　　ただ一人も　い準かった。

親しい友だちでいらっしゃったようですね

　　　　　　　　　　唱磐　呈層Ol瑠敦エ，ユ

一瞬三すでに引き上げ調整がなされ、その

　　　　　　　（中略）」

望杢｝o｝敦音同じ｝．～」　〔ヌレ巴〕

　　　　i－　ess－　UlbRi（玉a

引き上げでした。」

　（8）～（10）は動詞の銀’ess形、（11）（12）は存在詞、（13）は形容詞、（14）は指定

詞の例である。この種の例では、出来事が起こった時が、文中の語句によって明

示されていたり（（8）（9））、文脈によって知ることができる（（14））。また、文

脈によって変化の結果状態が現在まで残っていないことが明らかである。
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3．2．3　現在と結びついているもの

　次に望’ess形の用法のうち、　Hの「過去の出来事が現在と結びついた形で把握

されている」例を挙げてみる◎

（！5）麗一音望王司囲　　　暑司　塁［至塁］音し瞬．〔♀〕

　　　竣狂£§」§　’yunbyeと〕jo一’eigei　　dorrye　j轡ess［雌］一P田b轟i（玉a

　　　蕪　 ユン・ピョンジョに返して豊まし左・

　（16）刈司セ　　翌皇叫　面食｝　暑皇ス階　　朔丑言胴

　　　jeh輿i－n畷n　cen　’obaig　擶yeζ〕一ノ顯i　g脚nroja－r頃r　daipyohaise

　　　私達は　　千　五百　　名の　　　勤労者を　　代表して

　　。1　ス圃司　し｝鉄［壕皇蜘音qじ｝．〔書〕

　　’i　　　jari一’ei　na’￥1a［naO・一’aSS］・一’Ulnida

　　この場に　　出てきました。

　（17）（二二フ1暑、エ斜・補）

　　　（受話器を持ってきて）

　　望叫q，　魅フト畠　頬碧フト　獄［皇蜘セ司｝豆．〔洞し〕

　　harmeni，　　　　baaga’Un　jenhWa－ga　’碑aSS［’0一’aSS］一n頃ndei一’yO

　　おばあさん、うれしい電話が　　かかって来ましたよ。

　（18＞「叫フ囚，（織し1セ叡司豆？」　「暑・｝フ畷［・暑。トフト刃叙］丑．」　〔人〕

　　　’agassi，’e鑑eni一計’ebs一’e’yo一［dor’aga－sFess］一jyo

　　　「娘さん、お母さんはいないんですか。」「死んだわ。」

　（19）日レト　刈暑σi1刈　　皇エ暑早急　書魁叫フ1叫　　フ1闘翼セ剛

　　　nモ∋i－ga　se’ur一’eise　’ogo　goζ）bu－do　jarha－nda－gi’ei　gidaihaiss－nulndei

　　　お前がソウルから　来て勉強も　よくできるので　期待していたが

　　舎刃01　翌六二［君｝・緊］じ｝．　　〔♀〕

　　sorjig’i　siIna【｝haiss［ha一’yass］一da

　　正直　　失望した。

これらの例はいずれも過去に起こった出来事を表しているが、文脈、言い換え
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ればその発話の状況から見て、その出来事の結果状態が現在も続いている。話者

の発話意図も、程度の差はあるが、出来事そのものよりも現在の状況を示すとこ

ろにある。その辺りが、夏の用法と異なる点であろう。

　∬の用例はいずれも動詞の銀’eSS形であり、形容詞、存在詞、指定詞の緊’eSS

形には、基本的にこの種の用法はないようである。ただし、一部の形容詞の場合

は∬の用法と似た例があり、この点については次の3．2．4で扱う。

　ここでは、敦’ess形の用法を1、∬に分けたが、実際の用例ではどちらとも判

断がっかない例が多くある。叙繋’eSS’GSS形と入れ換えできない緊’eSS形の文で

も、現在との結び付きがあまり感じられないものもある。現在との結び付きの有

無は、文によって明確に区別できるものではなく、連続的なものと考えちれる。

3．2．4　問題となる用法

　銀’ess形の用例の中には、過去の出来事を表すものなのか、判断に迷うものが

ある。それら問題となる用例は、いくつかのタイプに分けることができる。ここ

では、その問題となる用例について考えてみたい。

①現在の出来事とも考えられるもの

　まず、過去の出来事を表すのか、現在の出来事を表すのか、扱いが微妙なもの

を取り上げる。例としては、次のようなものがある。

（20）｛≡ナ暑（）｝　　　　　　《暑銀（〉う」鑑．

　　on一八0撤一　1　　　er－　eSS幽　e　yo

　　身体全体が　凍えました。

　暫薯　エ画論エ，匹前転　叫朝昇朔石　轡01峠　毎。〕早

　御飯はさておき、暖かい　ところで　　足でも　温めて

（21）司フト　　　盤01　　　：：釜（》1：i翌［：：毅◎→ス｝畷］こ〒乙し｝・。．．

　　hai－ga　　擬anh’i　　璽LLr二＿≦≧工逡」≡iJ量［一］一一gur証a・9・・

　　日が　　とても　長くなったなあ・…

qフト　削愚胡皇望　柔捲暗晦剛・…　〔週〕

　お前が退勤してくると真っ暗だったのに
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（22）「皇斗壷。ト司ス1が1　（≧｝・ヘト　三司く）トス｝．　」　「（ミ｝思鴬トス轟豆？」

　　「おじいさんに　挨拶しなさい。」　「こんにちは。」

　「皇珪，　司。1早ユ刈　　鷲ol暑　　漂早しト．」　〔。1〕

　　’Onya，’e’igu　g職sai　撤anh’卜d鐵r　k－eSS－9器a

　「よし、　おお　　その間にとても　　大きくなったなあ。」

　これらの例は、明らかに現在の話者自身の状態あるいは話者の目の前で起こっ

ている状況についての発話である。これまで見てきた3。2。3の例は、話者の

目の前で起こっていることを表現したものではなかった。とすると、これらの例

は現在の出来事の表現だと言うことになる。しかし、上の例の場合、いずれも、

話者が以前の状況、たとえば「凍っていない」　「長くなってない」状況を知って

いて、その過去における状況と現在の状況を比べて述べている。つまり、これら

の例も発話時以前を意識した表現なのである。その点から考えると、これらの例

も過去の表現と言ってよいかもしれない。

（23）（）窪碧剋：　（》i司，　とコ1ニムLンζう，　ロ1ムノ弓。

　　女子職員：まあ、ソさん、ソさん。

　　（甘揖剣せユ叫q金華哩エ喫茶薯暑σ｛昆qし1碧唱。暑司せ叫．）

　　（男子職員そっと手を伸ばし何度か揺すってみたところびっくり。退く。）

　甘囚望1：　暑銀司．　〔量〕

　na嫌jig’響∂n1：jug記ess一’e

　男子職員1：死んだ（死んでる）

（24）「◎圃フト。図！」「司．　（暑じ｝．）」

　　「もう　行こう。」　「はい。　（見る。）」

　「◎トしi週　耳，　　　　刷　暑銀司？」　〔唱〕

　　’ani　　聾1冒e－r　b響a要　　　　　　　　　　　　飢碑e　　揃ud一’eSS一’e

　「あれ　何を　見る（見てる）、何か付いたか（付いてるか）。」

（25）　（ロ｝1♀　　二≡霧｝フ』1｛｝　　㌔｝葵…一　　＝罫き£：＿モゴ蘇　　早」≡三明　　 唱こ三さ弓一℃二｝一ニアト）

　　（とても楽しそうに鼻歌を歌いながらひげ剃りをしていたが）
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　醗哺　明昆，亭唱　〃映・i　望婦教［望明ヌ隙］明？」〔見〕

　’ed（iai　’yebo，　su’ye獅　99aig9爆s’i　lnir’ejyess［搬ir’eji一’ess］一’e

　どうだおい、　ひげ　　きれいに　剃れた（剃れてる）？

〈26）甦・）を｝：　～　　 ユ遇潤哩　　　ユ　　そユこ〒乙　　（〉→τ二1　　　ノ駐・敦（＞i？

　　banja｛〕：～　 9田rendei　gul　cingu　　’edi　　　sar一’ass一’e

　　班長：　　ところでそいつ　　どこに住んだ（住んでる）？

記憶ト・到ストス囲・国・三司1・補喜スト：蜜L。．」怒．・罰1丘．」〔量〕

　男の刑事：会社の社員アパートで　　独りで西畑んですが。

（27）叫刈列しilセ　　型　妻マ・叫司豆？　　　魁刺しト　暑ol裂ヌ1司．

　　おじさんたちは何を持って歩いてんです。かなづちかノコギリでしょ。

　皇　這這と　　　剋　舎・象1叫　喫翌，　　贈ム，　　重｝）曾琶，

　’yo　so9一’ei－n鞘n　he－n　sogci礒a　　Iηyec－ber，　bbansul，　　　hwajaηpum，

　この中には　　　古いシミーズ数枚、　　パンティ、化粧品、

ユ遇　刻　暑叙スL豆．　〔森〕

　9田re－n　gei　d購一’eSS－ji一’yo

　そんな物が入ったんですよ（入ってるんですよ）。

　上の例も、現在の状況について述べたものである。話者が以前の状況を知って

いる点は、（20）～（22）の例と同じであり、やはり発話時以前を意識した表現と言

えよう。ただし、上の例は（2◎）～（22）と異なる点もある。（20）～（22）の場合は、

いっ変化が起こったか特定できないような出来事を表している。たとえば、（2◎）

〈21）での「体が凍る」「臼が長くなる」という変化は徐々に起こったものであり、

ある特定の時間に起こったものではない。一方、（23）～（27）の場合は、動作・変

化がいっ起こったか特定でき得るような出来事を表している。この違いが単に動

詞の種類によるのか、他の要素が絡むのか、さらに用例を集める必要がある。こ

の（20）～（22）と（23）～（27）の違いは、日本語と対照したときに興味深い。（23）～

（27）の場合、対応する日本語はテイル形を使うことが多い。このような日本語と

朝鮮語の違いが何を意味するのか、この問題については、別の機会に改めて論じ

たいと思っている。
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（28）スト皇冒　輔毘颯　　摺フ畷［摺フ1ス1緊］司£？

　　sa鴨oni澱’yeibb距gei一［saiggi－si一’6ss］一’e’yo

　　奥さま　きれいに　　生じましたか（おきれいですか）6

（29）「竪フ1目ギ・暑。ト叫電◎1鰻早盤：智qじ｝。」「・￥早叫ユ望剛副ヌ1舷叫豆．

　「甘いものをあまり好むと虫歯になり太ります。」r誰でもそうはなりません。

　（中略）刈　　暑剛セ　　　司瑚£，　　・せ顔［せ刻敦］明£．？」　〔三〕

　　　　jei　　搬o1籠礒ei－nuR　’eddai－yO，　sarjjyess［sarjji一’ess］一’e’yo

　　　　私の体つきは　どうです、太りましたか（太ってますか）。

（30）司　　　　　 こ7董周5ζミ（＞i？

　　簸e　　　　　gU1一H｝eg－　eSS－　e

　　おまえ耳が遠くなったのか（耳が遠いのか）？

　音そ｝o〕昇剛ヌ1臆三尋　 暑　覧｝　摺　妻亡ト吊畳望つ10ト。　〔♀〕

　級長が喉が乾かないよう水をコップー杯持って行けというんだ。

　これらの例も、（20）～（27）と同じく話者が現在の状況について述べたものであ

る。しかし、これまでの例と異なり、これらの例は話者が現在の状況と過去の状

況を比較して述べたものではない。たとえば、（28）（29）の場合、相手は以前の状

態を知らない。（30）の場合は微妙だが、以前の状態を知らなくても銀’ess形を使

えるようである。とすると、この種の銀’ess形の例は、過去の出来事ではなく現

在の状態を表す表現ということになる。菅野（1986）、伊藤（1990）では、銀’ess形

のこの種の例を「現在の状態」を表すものとしている。（28）～（30）のような例に

出てくる動詞は、形容詞に近い意味を持つものが多い。中には、咽フ1sa幻g卜

（生ずる、～に生まれつく）などのように、動作の継続、あるいは変化の結果継

続を表す一エ　望gO’iSS一一（～ている）、一明　銀’e’iSS一（～ている）の形をと

らないものもあり、これらの場合は形態的にも形容詞に近い。ただし、ここに出

てくる動詞の叙’ess形が常に現在の状態を示すわけではない。たとえば、次のよ

うな使い方も可能である。

　（3エ）冴翌見叫　　　慧徹［せ列銀］スL皇．　〔作例〕

　　　jagnyen－boda　sarjjyess［sarjji一’ess〕一ji一’yo

　　　去年より　　太ったでしょ。
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　（31＞の銀’ess形は、（29）の場合と異なり、（2◎〉～（27）の場合と同じ使い方がさ

れている。（28）～〈30）のような使い方をされる動詞の盟’ess形は、文脈によって

いろいろな意味になり得るのである。このほか、（32）の望mer一く遠い）など、形

容詞の中にも（28）～（30）のような用法を持つものがある。これらの位置づけをど

うするか、今後の検討課題である。

（32）◎ド刃　望銀司£．　　〔作例〕

　　の　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　　　　　リ　　　リ

　　aJlg　mer－　eSS『　8　yo

　　まだ　遠かったです（まだまだ遠いです、まだまだです）。

②量的なことがらを表す場合

　（33）三し捲コ，ス隣鮭　ス｝獣＿趾急瓢＿義爾　翌［翌］し橡，〔苦〕

　　dUnadUr－gi　Sijagha唄ji魅頭字瓢．嶋£．、霧鉱鞭邉d輿aiSS［dOi一’eSS］嚥a一’yO

　　　出入りしはじめて　　　強飲週．聞＿＿＿乱ら．ぬになった（なる）かしら。

　（34）「（→叫，血温想望刈上｝翌セ闘　　　o｝碧。トol暑01叡明記？」

　　　「まあ、結婚をいっされたんです、まだお子さんがいないんですか。」

　　「◎レ絹　歪曲＿＿置　　　遡留目τ斗」　〔霧〕

　　　’　ijei　§＿｛ミし1贈駐＿㍉漁　　　　　　 Re質置一・ ?⊇L§L§と一，uほヒ）rLi（ia

　　「もう　島鉱＿＿＿．ち♂惣＆越えまし血（になりました、なります）。」

　（35＞「望£呈逢戯麩モ豆」剛，箆｝甘碧暑・草剋三識篁≧唱目じ｝」〔霧〕

　　’ap一’町。磁．h．太露£na蒲一’aSS－gun一’yo

　　「あと　：七＿患且塾まし些ね。」「はい、約三十分後には着くでしょう。」

　　　　　　　　　　（ですね）

　これらの例では、期間や距離など量的なことがらが問題になっており、ある動

作・変化の実現そのものを問題にしているわけではない。このような場合、例に

よっては、結果状態の継続を表す動詞＋一明　銀’e’is翫（～ている）の形や非

過去形と入れ替え可能なようである。発話時以前のことが意識されているという

点では、（20）～（27）と同じものと見てもよいのかもしれない。今回は暫定的に他

の用例と区別しておくが、分析が進めば他のものと一緒に扱うことになるかもし
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れない。なお、日本語でも、この部分はいろいろな形で表現可能であり、対照研

究の観点からも興味を引くところである。

③思い出し

　（36）　「智メ・トモ子Ol　章々。ト豆？」　　「ユ身繕ス1，　　そ｝／褐フ1フト　　　銀銀丑　ユ司，　」　　〔客〕

　　　　　　　　　　　　　　　9繊reh－ji，　ga獅Segi－ga’iSS一’eSS－gUn　g㍑ai

　「商売人がいるじゃないですか」「そうか、　カン書記が　いたなあ。」

　この場合も、過去の出来事とは言いにくい。繋’ess形の用法の中でも、モダリ

ティーと関連ずる部分と考えられる。

4．銀銀’ess’ess形

　今回見た資料では、隔靴’eSS’eSS形の用例はあまり多くなかった。敦銀’eSS’‘e

ss形は会話文より地の文や論説文で多く使われている可能性がある。以下、今回

出てきた用例をいくつか挙げてみる。なお、形態素｛繋銀’eSS’eSS｝の場合は、

一鍛望’aSS’eSS一、一銀敦’eSS’eSS一、一斗敦’yeSS’eSS一という異形態があるので、

喫緊’eSS●eSS形の実際の形は用言の語幹＋一鍛叙’aSS’eSS一、または一頒銀’eSS’eS

S一、一飯望’yeSS’eSS一となる◎

（37）嘆せ叫　　　♀司　：翌、エ三　　尋　電　製銀［尋銀蜘ス1．　〔冠〕

　　’yeinar｝事ei　’uri　　jergyo一do　han　ben　haiss撃ess［ha一’y8ss’モ∋ss］一ji

　　昔　　　　　私達　絶交も　　一度　　したね。

（38）フ日暑　　　　　◎3票｛｝　　　　　魍　　　　　ぐ｝芝垣譜。ト㌃月ヌ〕フト　　　ぞ！タト

　　gyai一醐r’aryess一’町ddai－n　santahar’abeji－ga　ji蝿ja

　　あの子達小さい　　　ときはサンタクロースが　本当に

　郎ピ　　碧呈　望叙叙ゼ司．　〔o→は〕

　’iss一醐n　ger－ro朗d一’ess／ess噴踊dei

　いる　　ものと信じていたのに
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（39）ス｝一，　　　oト01．ムヨモ｛妻　　　　　　　円こ辛　　　／弓層｛：＞11　　　　フト・早　　　ヨ三　　　　　ご〉繕τ＝＝4

　　ja，　　　’a’isulkulri田　　　　　　韮1eg－gu　seje搬一’ei　ga－9縫　　d（io　　　　’edi

　　さあ、アイスクリームを食べて本屋に　　行ってほかにどこに

　：ゑ叙［フ｝麟頭］明？〔湿〕

　gaSS’eSS［一］一’e

　行った。

（40）「二三　回忌叫司q銀敦全？」（中略）「書記ス1四望．剛二三三音りじ｝．

　　「去年の冬　　どこにいました。」「よかったね、本当に。大田にいました。

薯スト二二　　。幅　 魁三三［聖｝し縁緊］丑．〔森〕

　’Ogja－ra登輿n　　　，’ai－rU上r　董nannaSS’eSS［揃anna一’aSS一’eSS］一jyO

　オクチャという娘と　　出会いましてね。

　銀叙’eSS’eSS形は、対話の冒頭で使われることはないようである。銀緊’eSS’e

ss形が使われるのは、子供時代など現在から時間的に隔たったときのこと（（37）

（38））、現在は結果状態が残っていないこと（（39＞）、前に話していた出来事の

時点より以前に起こったこと（（40））などの場合である。望銀’ess’ess形は多く

の場合銀’ess形と交替可能であり、上のような条件の場合でも、その使用は任意

である。したがって、銀銀’eSS’eSS形は、表す出来事の時点と現在との心理的な

面での時間的隔たりを強調したいときに使われるものと思われる。

5．導ide形

　次に、過去の出来事が司de形によって表される場合について検討する。ところ

で、本稿では用言の語幹＋｛司de｝を司de形と呼んでいる。今回扱う形態の中に

は、形態素｛司de｝とそれに続く語尾がはっきり分離できないものがあり、注意

が必要である。たとえば、一日じ1叫bdida←・舎司τ｝s田bdida）　（叙述）、一β司叫b

digga（一台じ1叫働bdigga）　（疑問）という形は、待遇法の上称と｛司de｝の意味

を合わせ持った形とされる。では、司de形の用例をいくつか挙げてみる。

（4！）釜　碧望・ユ遇　暑昇ol銀セ罫1叡ゼヌ1三　二二じトq恐豆。

　　私は本当にそんな路地があるのかないのかも知らなかったんですから。
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　望望：召告　　　魁智　　告ε｝：設含　　　蝿　◎圃尋（月1ス→　　善杢司フト

　’endeggir一’輿r　haRcam　　’orragass一’田r　ddai　’araijjo9一’eise　coと）sori－ga

　坂道を　　　　しばらく登った　　　　時、　下の方から　囁　・銃声が

暑翼エ，　叫　　妻司　病躯フトと司　　ユ暑昇朔刈　　朝魁

　dωrryess－go，mag　　　　darrye　nairyega－nulndei　g職・　gorn蓬og一’eise　’eddeR

　聞こえて、　急いで駆け降りて行ったところその路地から　　ある

　閣翌。1　窺書妾　　暑エ　剖帖｝皇司そ豆．〔墜〕‘

　　　　　　ナ　ce（〕nyen一’i　g蟹enCOζ｝一’ur　dulr－go　ddui’eRa－de－9UR一’yo

　青年が　　　拳銃を　　　持って走り出て来たんですよ。

（42）。二一　畏就｝迂酬i蕪＝…己＿£鵬L丑烈黒＿＿ヨ！；洗＿＿鼠鬼息呈

　　’ai－ga　漉鞭L鼠脇｝．ゑ鼠αb三富蕊瓢u薮畿1娘；工｝滋豆工二脇．〉漁h§二二．§」芝凱1．駿婁息

　　あの子が菰劃猛蕊＿寂蕊二．鼠．一身ゑ窺．鼠ゑ＿＿凱忌．ゑ痩瓢蔵前ユ2監璽血

亭三智鰯　熟物ト　敷祉致象L＿＿鳶2！せ　旦早Z週叫．〔｛〕・山。〕

　’urijib一’ei㌻轡ass－daga坦鉱壌忌詞1し蝕動：．工naゴbo－gu鯉ゴa

　うちに　　　来て　　　量後璽＿＿＿．器ゑ鑑私に会って帰って行った。

（43）エ秀叫獄叫フ｝　唱層闘　　　：川晶晶輔ヨー鰯、

　　田舎に帰ったが、オム・ソクテ、奴のために撚蝋悪かった。

　エ誓　剋辛暑　　量司　金覧終｝　最盛q1　くi｝暑　川

　gohyaζ〕　cingu一（iしur　burre　sur　hanjan　ha－nし継ndei　’ontoζ）　gyai

　田舎の友達達を　呼んで一杯飲んだんだが、　ずっと奴の

　明フ1嬰。lqそ．〔皐〕

　’yaigi－bbun一’i－de－gu鈍

　話ばかりだったよ◎

（44）㊦司層フドピ　　♀昇　山回回忌　　♀♀暑　　乱世セ．

　　’edise－nga－nuln　’tゴyu　　na鍛一一n田nda－gu　’u’y根一r繊r　’an－bad－n職n

　　どこだかは　　牛乳が残るといって牛乳を　　受け取らない

　呈rま・いヨ則？　　　ヨ隷〕　　　コ臆トし？　〔戯口〕

　鵬O’yaζ）一’i－de一鶏（玉ei

　様子だったが。　　　撒璽．譲一㈱…血。
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　上の文は、いずれも過去の出来事、それも過去に話者が直接見聞きした事柄に

ついて述べたものである。導知e形については、これまで数多くの論著があり、そ

の捉え方も様々である。そのなかで、話者が過去に直接体験（知覚）した事柄に

ついて目dg形が用いられるという点は、各研究者とも一致している。司de形の意

味・用法を表すのに、回想あるいは目撃という用語が使われるのは、この特徴に

よるものである。6）

　さて、上の例で注目したいのは、これらqde形の文が、話者の直接体験を淡々

と述べたものではないという点である。司de形は、自分が実際見聞きしたことだ、

ということを強調したいときに使われているのである。たとえば、（41）の文は自

分が犯人ではないことを必死になって訴える場面での文であり、「自分は確かに

見たんだ、嘘じゃない」という話者の気持ちが含まれている。つまり、司de形は

話者の直接体験した出来事を表すとともに、その出来事に対する話者のなんらか

の感情をあわせて示す文だと考えられる。（42）～（44）では、文中や文の前後にそ

の出来事に対する話者の感情・評価を表す言葉がある。このほか、司de形の文で

は、次のように、述部に話者の感惰・評価を表す語そのものが来ることも多い。

（45）証し｝：〃ト　セ罰フト　◎1甘心「じ範緯．　　早を望ol銀弱し｝£？〔客〕

　　bo一一！1igga　nunci－ga　’isaOha－de－gun一’yo

　　見ると　雰囲気がおかしかったですね。　何か　　あったんですか

く46＞o｝＝，　　　ノ～ξ轟！『と｝　　　♀告℃二4モ三：｝．

　　’ya，　seisaO’us曲一deゴa

　　おい、世の中おかしかったぞ（おかしなもんだぜ〉。

　し魂フト　エ・禎（：珊　：朔ム鴬トストロトヌト　竈卜占をolフト　　　　　叫　　暑（＞i　．皇セじ引．．．．　～　〔霧〕

　俺が高溶にパスしたとたん結婚の世話をやく人がやたらやって来るんだが～

（47＞剤書　胡昆目　司司　フ4レU　も｝k｝　号冒司　叫旦望翻豆？〔墜〕

　　cuijor　hai　bo一頁i　nyeseg　gyeisan　hana－n　saOd的hi　bbar田一de－ndei－yo

　　取調べをしてみると、恵め計算だけは　　相当に　早かったですよ

（48）酵　　　ユ舜君　磐暑聾　　　三曽01酒量。〔客〕

　　’ya　　gωsara醗h周anja導ha－n鐙0’yaO一’i－de－gun

　　いやあ、あいつ、気が違った　みたいだったなあ。
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（49）ユ　喫せ電司　　早旦望　　囚　智

　　gu五　　j　iれa熟beれ一’ei　burU⊥一den　ge　　ca揃

　　あのこの前　　　歌った　の、とっても

書記目τキ

joh－Sし疑bdida

よかったですよ

　上の文はいずれも述部に話者の感情・評価を表す語が使われている。その話者

の感情・評価は、話者が過去に直接見聞きした事柄に対して、その体験時に抱い

たものである。そして、これらの文が出てくるのは、その話者が抱いた感情・評

価を生々しく伝えようとする場面である。つまり、上の司de形の文は、話者が過

去において抱いた感情・評価を、発話時に自分の心によみがえらせっっ述べる文

だと考えられる。これまで見てきたじ1de形の用例を見ると、話者の直接体験（知

覚）、話者の感情・評価という2っの要素が共通して含まれている。ところで、

工藤（1992b）は、日本語の会話文におけるいわゆる歴史的現在用法について、次

のようなことを指摘している◎7）

　　　「過去の出来事の表現にあたっては、過去形が基本的ではあるが、話し手

　　自らが直接体験した出来事を、感情・評価的に表現する場合には非過去形が

　　使用される。これは、過去の出来事の記憶の生々しさ瓢発話時における過去

　　の出来事の心理的現存性を表現するものである。」　（6ページ）

　会話文における朝鮮語の司de形は、工藤（1992b）が指摘した日本語の歴史的現

在用法とよく似た特徴を持っていると言えるだろう。ただし、日本語の歴史的現

在用法が体験した出来事そのものに使われるのに対し、司de形の場合は体験した

出来事に対する話者の感情・評価にも使われる。切de形は出来事そのものだけで

なく、出来事時の感情・評価の心理的現存性も表すと考えられる。さらにもう一

つ、司de形は対話の冒頭の文で使われることもあり、この点も日本語の歴史的現

在用法と異なる点である。いずれにせよ、朝鮮語の司d8形がテンポラリティーと

ともにモダリティーとも深く結び付いている形式であることは、間違いない。司

de形の用法については、会話文のほかに小説の地の文や論説文などの用例につい

ても検討する必要があろう。

6．銀しi’∂ssde形

　緊じヤessde形については、今回用例が少なく、 はっきりしたことはわからない。
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用例としては次のようなものがある。

〈50）「昇列立ス｛州フトじ｝譲司豆．．」　　「ノ王エフト　蹟［し｝繋］望フト£？」〔客〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　sago－ga　aass［Ra一’ass］一de－aga一’yo

　　　　　　　　ノ　「モクおじさんがケかしたんです。」「事故が　起こったんですか。」

（51）愛｝」『…｝：　フ｝一尋・読と｝・尊｝薯？

　　班長：家庭状況は。

　せ噌・祥：（中略）フトせもト瑚ス｝叫弦・激し1て斗。

　男刑事：　　　　貧しく　育ちました。

　闘母：〃図　　 モ｝モ｝司　◎ト三叫。｝三呈　　叫瀕［ロ國蜘司そ皇．」　〔量〕

　daihag－99aji　gu頃g環nhi　’ar輿ba’it輿一ro　　　　癖acyess［揃aci－p　ess］一de－gu註一’yo

　大学まで　　　なんとかアルバイトをして終えたんです。」

（52）　「（ミ1ユ奇（ミユ　釧　 し1舜　碧諸書「　工三1言｝・ヌ1」≡ま＿？」

　　「インスクはどうして私の質問を避けるんです。」

　「・早舎忍暑含　　蓄畷［さ囚銀］望フト皇？」〔霧〕

　　搬us顯n　jirmun一’脚r　ha－syess［ha－si一・’8ss］一de－nga一’yo

　「何の　質問を　　なさいましたか。」

（53＞「〕そ｝至｝ol　ギー『奨01銀盤フ｝皇？」　　　　　　　「ノコ⊆穿こ吾ギ。　香　　禦01£L」　〔霧〕

　jengoて〕一’i　搬u’es一’i一’ess－de－nga一’yo

　　「専攻は　何だったんですか。」　　「声楽の勉強をちょっとしました。」

　銀糸’essde形を、叙’ess形と司de形の用法が組み合わさったものと考えること

もできるが、（52）（53）のような例は、それでは説明できない。ここでは、こうい

う形もあることを指摘するにとどめる。

7．非過去形

　朝鮮語の非過去形は、通常現在または未来の出来事について用いられるが、少

数ながら、過去の出来事について使われることがある。非過去形が過去の出来事

を表す場合については、伊藤（1989）において豊富な用例とともに詳しい分析がな

されている。ここでは、伊藤（1989＞の分類に沿って筆者が収集した用例を挙げて
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おく。なお、用例が少ないものについては、伊藤（1989）に挙げられた用例を引用

した。　　　　　・

①詠嘆的なもの

　（54）　「し親フト　ミ至ヨ」え1（自交01　暑モそユ　ろ建　○｝＾しキ？」

　　　「立ち寄ったりして気が利かなかったかな。」

　　「ス1ス1電｝　　ぬ司　叫司．」　〔伊藤（1989）の（106）〕

　　　sisiha一刀　　　 sori　　ha一簸ei

　　「つまらないこと　言うのね。」

②反問

　（55）　「（：》一1！弓　　 01モ勾　　 書　　早剰，　司暑も｝1　　見（）→．　」

　　　「早くここにちょっと横たなりなさい、疲れた感じだよ。」

　　「亭羽銀皇司竈　　　　♀司碧輔　銀畷スl

　　　nU’轡e　’iSS一’U芝rye一1脆yen　　　　’Urijib一’ei　’iSS一’eSS－ji

　　「横になっていようと思えば家に　　　　いた、

　　明辺　　畷尋司　　斜［皇◎ト］．」〔冠〕

　　’y3gi－n瀦esha－re’響a［’o一’a］

　　ここに　何しに　　来る。　　」

③聞き返し

　（56）　「℃…｝ノミユ　　　ス1〕｛｝6　　：毫峯1二．盤（）→一≦≧一。　　」　　　 「二手薯　　　ヌ｝二ζ；卜≒垂≧　　　　三垂｝之。｝畠？」　　〔（≧｝〕

　　　　daて〕sin　jigab　≦羅ミjlニニこ～§」Σ§．一’e’yo　　 撚冒e　 jigab一’1ユ1r　≦度し一’a

　　　「あなた財布　黒こ2，痛まし滋。」　「何、財布を　見つける（見つけた〉。」

　（56）のような、聞き返しの文では、対応する日本語はタ形になる。この辺も、

朝鮮語と日本語の異なる点である。

④歴史的現在

　過去の出来事を述べるなかで非過去形の文が混じることがある。伊藤（1989）に
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は述べられていないが、歴史的現在の用法として挙げておく。（57）は、他の文は

望Pess形が使われているのに、最後の文で非過去形が使われている。

（57）回。ト〃固閣噌司盆明豆？」「司早｛｝を尋エ轡。1鉱鶉丑．

　　「この娘の性格はどうでした。」「とてもおとなしくて無鳳でしたよ。

早を冒。1書。配音：斜セ暑毫琶琶銀r磁．囚叫フい斗王激セ司

　部長がちょっと叱ると涙をぼろぼろ癒磁。　　その上私も見たんですが

　豆吾刷幽幽司勉暑薯望◎1銀銀望：型仁心目じト．

　最近何か確かによくないことがあったようです。

モ早ス1え囹1三　　電胡　フ図エUト轡　碧Z洞〕　　叫刈　銀フ1

　gwn搬usigan一’ei－do　拍eりhai　gaji－go　dar賎！一一n　saiζ｝gag一’ei　bbajye　’iss－gi

　勤務時間にも　　　ぼうっとして　　物思いに　　　　　ふけっているのが

　望苧エ　　　臭音フ1フ｝　渡し｝三臼掴豆．」〔量〕

　’irSSU－90　　　　　　’US’輿P肇gi－ga　hana－dO　’ebS一’epyO

　しょっちゅうで笑いが　　　一つも　ありません（ありませんでした）。

　以上、①～④の用例は、いずれも話者が出来事の時間より出来事の内容自体に

注目している例である。また、いずれの例も話者の感情・評価を含む点で共通し

ている。これらの例は、非過去形の用法のなかでもモダリティーと関係が深いも

のである。

おわりに

　本稿では、朝鮮語の過去の出来事を表す表現について述べてきた。朝鮮語にお

いては、用言の形態がテンポラリティーを決定する主たる要素であり、今回は用

言の形態に焦点を絞って述べた。その用言の形態のうち、過去の出来事を表すと

きもっとも中心となるのは叙’eSS形である。他の緊敦’eSS’eSS形、司de形などの

形は、過去の出来事のうち、現在との隔たりや直接体験など、特にある要素を強

調したいときに用いられる。つまり、過去の出来事を表す表現に限るならば、銀

’ess形は基本的に風戸、他の形は有標ということになろう。今回は、考察の範囲

が広いため、かなり粗い分析になった。今後は形態ごとに綿密な分析作業が必要
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だろう。また、会話文以外の場合、連体修飾節の場合はどうなるかなど、今後研

究すべき課題は多い。

＜注＞

1）工藤（1992a＞は、科研プログラムの参加者による研究会の配布資料で未発

　表であるが、これを一部改稿した論文が、本報告書に掲載されている。

2）連体修飾節での用言の形態、およびその用法については、菅野（1986）に述

　べられている。

3）存在詞とは、動詞と形容詞の中間的な性格を持つもので、具体的な語として

　は銀’iSS一（ある、いる）、9即ebs一（ない、いない）がある。指定詞は名詞

　（句）と結び付いて述語となるもので、活用が他の用言と一部異なるため、独

　幽した品詞として取り立てられる。具体的な語としては、諭1’i一（～だ）、叫

　q’an卜（～でない）がある。なお、研究者によっては、存在詞あるいは指定

　詞を認めない人もいる。

4）ハングルのローマ字表記は、河野（1979）の11ページの表によっている。

5）1、Hのような区別は、日本語の夕形の用法においてもなされている。日本

　語では、1、Hを区別する方法として否定の答え方の例が挙げられるが、本文

　の（6）（7）のように、朝鮮語では否定の答えにどちらも同じ形態（銀’ess形）が

　使われる。

6）じlde形をめぐる議論については、碧斗量（1980）、任洪恩（1982）などを参照の

　こと。

7）工藤（！992b）の場合も、一部改稿した論文が、本報告書に掲載されている。
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